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上左：色鮮やかに咲いた嘉島
西小の藤の花

上中：入学式で笑顔で退場す
る嘉島東小の新1年生

上右：入学式前に教室でなか
よく話す嘉島西小の新
１年生

中左・中右：嘉島リバゾンの
ツツジ

中央：嘉島幼稚園の入園式で
元気よく返事をする新
入園児

下左：町民会館図書室のワー
クショップで新聞紙の
忍者覆面や吹き矢など
を作った子どもたち

下右：孫３人が初節句を迎え
た下六嘉の藤瀨弘治さ
ん宅のこいのぼり



活
力
と
う
る
お
い
に
満
ち
た
田
園
文
化
都
市

―
住
ん
で
良
か
っ
た
！ 

水
の
郷　

嘉
島
―

平成27年度一般会計当初予算

41億4014万2千円 前年度比
15.6％増

嘉
島
西
小
。
左
側
新
校
舎
に
つ
な
ぐ
形
で
、
2
階
建
て
4

教
室
分
が
中
央
の
樹
木
右
側
駐
車
場
に
増
築
さ
れ
ま
す

27年度の主な事業
▽
嘉
島
西
小
校
舎
増
築

▽
東
部
台
地
・
芝
原
地
区
の
区
画
整
理

▽
保
育
園
新
設
補
助

▽ 
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
（
26
年
度
か

ら
の
繰
り
越
し
）

▽
第
５
次
総
合
計
画
後
期
計
画
の
策
定

▽
地
方
創
生
の
地
方
版
総
合
戦
略
策
定

　

第
５
次
嘉
島
町
総
合
計
画
の
前

期
最
終
年
と
な
る
平
成
27
年
度
の

嘉
島
町
一
般
会
計
当
初
予
算
は
、

41
億
４
０
１
４
万
２
千
円
。
前
年

度
比
15
・
６
％
増
え
ま
し
た
。

　

児
童
数
増
に
対
応
す
る
嘉
島
西

小
学
校
増
築
事
業
や
、
こ
れ
か
ら

の
ま
ち
づ
く
り
の
基
礎
と
な
る
東

部
台
地
と
芝
原
地
区
の
土
地
区
画

整
理
事
業
、
待
機
児
童
解
消
を
目

指
す
民
間
保
育
園
新
設
補
助
な
ど

を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

　

第
５
次
町
総
合
計
画
の
期
間
は

平
成
23
年
度
か
ら
10
年
間
で
、
本

年
度
は
５
年
目
。
こ
の
間
、
町
の

人
口
は
、
23
年
３
月
末
か
ら
３
１

２
人
増
え
て
今
年
３
月
末
は
９
１

４
１
人
。
年
少
人
口
と
老
齢
人
口

が
増
え
、
生
産
人
口
は
ほ
ぼ
横
ば

い
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

　

企
業
誘
致
や
区
画
整
理
の
進
展

に
よ
っ
て
、
こ
れ
か
ら
も
町
の
人

口
増
加
が
予
想
さ
れ
る
中
、
本
年

度
は
後
期
５
年
間
の
総
合
計
画
や
、

地
方
創
生
の
地
方
版
総
合
戦
略
を

策
定
、
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し

ま
す
。

歳　

入

　

町
税
や
繰
入
金
等
の
自
主
財
源

の
比
率
は
55
・
１
％
、
地
方
交
付

税
等
の
依
存
財
源
が
44
・
９
％
。

　

内
訳
と
し
て
、
自
主
財
源
の
軸

と
な
る
町
税
は
、
前
年
度
に
対
し

２
・
２
％
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

依
存
財
源
で
は
、
東
部
台
地
の

土
地
区
画
整
理
事
業
、
嘉
島
西
小

の
増
築
事
業
な
ど
に
よ
り
、
国
庫

支
出
金
を
前
年
度
比
46
・
０
％
増
、

町
債
を
同
30
・
３
％
増
と
し
て
計

上
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
様
々
な
事
業
を
抱
え
て

お
り
、
自
主
財
源
の
確
保
な
ど
一

層
の
自
主
努
力
が
必
要
で
す
。

歳　

出

　

土
地
区
画
整
理
事
業
や
嘉
島
西

小
増
築
事
業
な
ど
に
よ
り
、
投
資

的
経
費
は
10
億
２
９
４
５
万
２
千

円
。
歳
出
全
体
に
占
め
る
割
合

は
前
年
度
の
15
・
９
％
か
ら
24
・

９
％
に
増
え
ま
し
た
。

　

嘉
島
西
小
は
本
年
度
中
に
４
教

室
を
増
築
し
、
児
童
数
増
に
伴
っ

て
予
想
さ
れ
る
平
成
28
年
度
か
ら

の
学
級
数
の
増
加
に
対
応
し
ま
す
。

　

東
部
台
地
の
区
画
整
理
は
、
区

域
内
の
地
質
を
調
査
す
る
ボ
ー
リ

ン
グ
や
換
地
設
計
を
進
め
、
全
体

の
進
捗
状
況
の
説
明
会
を
開
催
予

定
で
す
。
上
島
芝
原
地
区
は
事
業

認
可
を
目
指
し
ま
す
。

　

民
間
保
育
園
の
新
設
は
三
郎
無

田
地
区
に
定
員
90
人
で
計
画
さ
れ

て
お
り
、
国
と
町
の
補
助
を
計
上

し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
限
ら
れ
た
予
算
を
効
率

よ
く
運
用
す
る
よ
う
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。　

消
費
喚
起
の
た
め
の

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
は

７
月
か
ら
、
１
セ
ッ
ト

５
０
０
円
券
12
枚
（
６

千
円
分
）
を
５
千
円
で
、

１
万
セ
ッ
ト
を
町
商
工

会
で
販
売
予
定
で
す
。

　

町
内
在
住
の
方
が
対

象
で
、
購
入
は
１
人
３

セ
ッ
ト
ま
で
。
未
就
学

児
が
い
る
世
帯
は
、
未

就
学
児
１
人
に
つ
き
１

セ
ッ
ト
を
３
千
円
で
購

入
で
き
ま
す
。
11
月
末

ま
で
、
登
録
し
た
町
内

の
事
業
所
・
店
舗
で
の

み
利
用
で
き
ま
す
。

プレミアム商品券 ７月発行

嘉島町の人口動態（人）　▲＝減
平成27年
3月末

平成23年
3月末 増減

年少人口
（0～ 14歳） 1408 1277 131

生産人口
（15～ 64歳） 5368 5396 ▲ 28

老年人口
（65歳以上） 2365 2156 209

総人口 9141 8829 312
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町税 14億3561万8千円
繰入金 6億2353万4千円
分担金負担金 1億0620万9千円
使用料及び手数料 3527万6千円
財産収入 162万5千円
繰越金 5240万0千円
諸収入 2762万9千円
寄附金 1千円
地方交付税 4億0000万0千円
地方特例交付金 300万0千円
国県支出金 9億1845万0千円
地方譲与税 3700万0千円
利子割交付金 160万0千円
配当割交付金 130万0千円
株式譲渡所得割交付金 20万0千円
地方消費税交付金 1億2200万0千円
自動車取得税交付金 350万0千円
交通安全特別対策交付金 180万0千円
町債 3億6900万0千円
平成27年度 歳入予算額 41億4014万2千円

議会費 7187万3千円 議会活動に要する経費

総務費 4億8649万2千円 全般的な管理事務、企画調整事務、戸籍、統計、徴税、選挙等
の経費

民生費 11億7113万9千円 住民の方の一定水準の生活と安定した社会生活を保障するための経費
衛生費 3億7755万2千円 住民の方の健康にして衛生的な生活環境を保持するための経費
農林水産業費 2億0269万6千円 農業や畜産等の振興経費、農業委員会費等
商工費 529万8千円 商工業の振興、観光事業等の経費
土木費 6億6532万8千円 維持的、改良的な土木事業全般
消防費 1億6611万0千円 消火事務、災害防除、災害被害軽減活動の経費
教育費 6億4375万1千円 教育委員会、小・中学校、社会教育等のすべての教育関係の経費
災害復旧費 3千円 災害によって生じた被害の復旧に要する経費
公債費 2億9990万0千円 未償還の公債の元金、利子等
予備費 5000万0千円
平成27年度 歳出予算額 41億4014万2千円

平成27年度 嘉島町特別会計予算
国民健康保険特別会計予算

11 億 9889 万 4 千円
住宅新築資金等貸付特別会計予算

37 万 3 千円
介護保険特別会計予算

7億 1251 万 5 千円
公共下水道事業特別会計予算

3億 5898 万 7 千円
後期高齢者医療特別会計予算

1億 0943 万 6 千円
簡易水道事業特別会計予算

7439 万 8 千円

予算の主な使われ方

歳入

総務費

民生費

衛生費
土木費

農林水産業費商工費

消防費

議会費予備費

公債費

災害復旧費

教育費

歳出

町税

繰入金

繰越金

分担金負担金
使用料及び手数料

財産収入・寄附金・諸収入
自主財源（55.1％）依存財源（44.9％）

地方交付税・地方特例交付金

国県支出金

地方消費税交付金等
地方譲与税 町債

歳入

歳出  ［扶助費］ 
施設型（保育）給付費扶助 2億8829万8千円
児童手当扶助 1億6854万0千円
障害者自立支援給付費扶助 7574万7千円
 ［補助費等］ 
上益城消防組合負担金 1億3100万6千円
益城嘉島西原環境衛生施設組合負担金 3295万6千円
御船地区衛生施設組合負担金 8732万5千円
町社会福祉協議会補助金 3295万6千円
総合行政システム負担金 1324万8千円
延長保育促進事業補助金 1141万6千円
 ［維持補修費］ 
町道維持補修費 1373万3千円
 ［普通建設事業費］ 
嘉島西小学校増築施設整備事業 2億6106万8千円
嘉島東部台地土地区画整理事業 2億1678万0千円
保育所施設整備事業 1億3500万3千円
道路橋梁新設改良事業 7779万9千円
埋蔵文化財調査事業 6429万5千円
芝原土地区画整理事業 3432万1千円
 ［繰　出　金］ 
公共下水道事業特別会計繰出金 1億4188万7千円
後期高齢者医療広域連合負担金 1億3864万8千円
介護保険特別会計繰出金 1億1179万0千円
国民健康保険特別会計繰出金 5921万9千円
簡易水道事業特別会計繰出金 547万4千円
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町
民
の
安
全
・
安
心
を
守
る
嘉

島
町
消
防
団
の
第
１
回
幹
部
会
議

は
４
月
15
日
、
役
場
で
あ
り
ま
し

た
。
２
年
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

荒
木
町
長
が
榮
光
男
・
新
団
長
に

辞
令
を
交
付
、
榮
団
長
が
佐
藤
光

正
、
森
嶋
英
治
副
団
長
、
分
団
長
、

部
長
に
辞
令
を
渡
し
、
新
体
制
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

荒
木
町
長
は
「
町
の
人
口
増
が

見
込
ま
れ
る
中
、
皆
さ
ん
は
町
民

の
信
頼
の
も
と
、
防
災
の
要
と
し

て
崇
高
な
使
命
を
果
た
し
て
ほ
し

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
榮
団
長
は

「
町
民
の
安
全
・
安
心
を
守
る
た

め
、
み
ん
な
で
が
ん
ば
っ
て
い
き

た
い
」
と
決
意
表
明
し
ま
し
た
。

　

消
防
団
は
総
勢
３
６
８
人
。
定

員
３
９
３
人
に
は
達
し
て
い
ま
せ

ん
が
、
前
年
度
か
ら
４
人
増
。
４

分
団
13
部
で
構
成
、
職
業
別
で
は

60
・
１
％
が
会
社
員
で
、
在
職
年

数
は
５
年
未
満
が
35
・
９
％
と
最

も
多
く
、
15
年
未
満
の
団
員
が

83
・
２
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

４
月
21
日
に
は
新
入
団
員
・
幹

部
団
員
の
訓
練
を
実
施
。
地
域
の

安
心
安
全
の
た
め
訓
練
を
重
ね
な

が
ら
、
万
一
の
災
害
に
備
え
ま
す
。

　

前
列
左
か
ら
、
第
１
分
団
第
１

部
長
・
亀
鶴
雅
洋
、
同
第
２
部

長
・
藤
瀨
善
太
、
同
第
３
部
長
・

田
端
文
博
、
第
２
分
団
第
１
部

長
・
石
原
玲
、
同
第
２
部
長
・
池

永
博
、
同
第
３
部
長
・
福
本
康
一

　

後
列
左
か
ら
、
第
３
分
団
第
１

部
長
・
太
田
憲
治
、
同
第
２
部

長
・
住
田
雄
生
、
同
第
３
部
長
・

宮
田
誠
、
第
４
分
団
第
１
部
長
・

齊
藤
誠
、
同
第
２
部
長
・
木
下
隆

文
、
同
第
３
部
長
・
杉
野
倫
誉
、

同
第
４
部
長
・
本
田
隆
二

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

地
域
と
町
の
発
展
の
た
め
に
ご
尽

力
を
お
願
い
し
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
、
協
力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

本
年
産
水
稲
の
播
種
や
田
植
え

の
期
日
決
定
、
町
道
改
良
工
事
の

施
行
申
請
、
自
主
防
災
組
織
の
必

要
性
、
地
域
の
高
齢
者
を
見
守
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
に
つ
い
て
連

絡
、
調
整
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

各
区
嘱
託
員
は
次
の
通
り
で
す
。

平成27年度の第１回嘱託員会議

副団長
森嶋　英治

町
民
を
守
る

町
民
を
守
る

副団長
佐藤　光正

団長
榮　光男

第4分団長
友田　哲治

第３分団長
木村　裕也

第２分団長
龍田　亨

第１分団長
清村　将紀

町
消
防
団

新
体
制
発
足

町
と
町
民
と
の
パ
イ
プ
役

町
と
町
民
と
の
パ
イ
プ
役

嘱
託
員
に
委
嘱
状

嘱
託
員
に
委
嘱
状

平
成
27
年
度

第
１
回
会
議

　

平
成
27
年
度
の
第
１
回
嘱
託
員

会
議
が
４
月
16
日
に
開
か
れ
、
再

任
３
人
、
新
任
５
人
に
荒
木
町
長

か
ら
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
の
嘱
託
員
は
13
人
。
町
と
町

民
の
皆
さ
ん
と
の
パ
イ
プ
役
で
す
。

同
時
に
全
員
が
区
長
と
し
て
地
域

の
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
て
い
ま
す
。

　

荒
木
町
長
は
、「
地
方
創
生
の

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
は
１
万
セ
ッ

ト
を
発
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
今
後
い
ろ
い
ろ
な
事
業
に
取

行
政
区

氏　

名

西
村

大
森　

俊
明

◎

上
六
嘉

増
岡　

司

◎

北
甘
木

水
野　

正
身

○

井
寺

工
藤　

健
一

◎

下
六
嘉

工
藤　

保
孝

三
郎
無
田

上
田　

和
男

◎

上
島

下
田　

勉

鯰

鷹
木　

明
人

○

滝
河
原

前
田　

武
夫

高
田

竹
下　

正
廣

○

上
仲
間

甲
斐　

昌
和

下
仲
間

杉
野　

壽
昭

◎

犬
渕

松
本　

誠
一

（
◎
新
任
、
○
再
任
、
敬
称
略
）
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町
交
通
指
導
員
の
皆
さ
ん

熊
本
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

熊
本
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

　

嘉
島
町
の
投
票
率

　

嘉
島
町
の
投
票
率  

4343
・・
6464
％％

　

任
期
満
了
に
伴
う
熊
本
県
議
会
議

員
一
般
選
挙
は
４
月
12
日
投
票
、
即

日
開
票
さ
れ
ま
し
た
。
嘉
島
町
の
投

票
所
は
４
カ
所
、
町
民
体
育
館
で
開

票
さ
れ
ま
し
た
。
告
示
翌
日
の
４
月

４
日
か
ら
投
票
日
前
日
の
11
日
ま
で

の
８
日
間
、
役
場
に
期
日
前
投
票
所

も
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
日
有
権
者
数
は
、
７
２
２
１

人
（
男
３
４
０
１
人
、
女
３
８

２
０
人
）。
投
票
率
は
43
・
64
％

（
う
ち
期
日
前
投
票
12
・
05
％
）

で
、
前
々
回
（
前
回
無
投
票
）
よ

り
12
・
93
㌽
低
く
な
り
ま
し
た
。

候 補 者 氏 名 党　　派 得　票　数

増永  慎一郎 自由民主党 １, ４２６
（当１６，０３６）

増田　安至 無所属 ３０３
（４, ６１４）

杉浦　康治 自由民主党 ３８１
（８, ７６７）

大平　雄一 無所属 ９６８
（当１０, ０５１）

男 女 計
選挙当日有権者数 3,401 人 3,820 人 7,221 人

投票者数 1,513 人 1,638 人 3,151 人

うち期日前投票者数 378 人 492 人 870 人

投票率 44.49％ 42.88％ 43.64％

前々回投票率 56.36％ 56.76％ 56.57％

○
嘉
島
町
開
票
区
結
果
（
届
出
順
）
※
（　

）
内
は
上
益
城
郡
選
挙
区
結
果

　

４
月
２
日
、
役
場
会
議
室
で
あ

り
、
荒
木
町
長
か
ら
委
嘱
状
が
渡

さ
れ
ま
し
た
。

　

町
交
通
指
導
員
は
10
人
で
、
任

期
は
２
年
。
交
通
安
全
日
（
毎
月

１
、
10
、
20
日
）
や
交
通
安
全
運

動
期
間
中
に
町
内
の
主
要
交
差
点

で
街
頭
指
導
に
立
つ
ほ
か
、
小
学

校
の
交
通
安
全
教
室
な
ど
年
間
を

通
し
て
交
通
事
故
防
止
や
交
通
安

全
の
啓
発
に
尽
力
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

嘉
島
町
農
業
委
員
に
、
下
六
嘉

の
森
下
文
夫
さ
ん
が
選
任
さ
れ
、

４
月
３
日
、
荒
木
町
長
か
ら
選
任

書
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
の
農
業
委
員
は
16
人
。
土
地

改
良
区
推
薦
枠
の
藤
瀨
弘
治
委
員

の
退
任
に
伴
う
も
の
で
、
任
期
は

他
の
委
員
と
同
じ
平
成
27
年
末
ま

で
で
す
。

　

森
下
さ
ん
は
町
の
認
定
農
業
者

で
、
米
、
麦
、
大
豆
を
生
産
。
平

成
25
年
度
熊
本
県
大
豆
共
励
会
で

は
、
最
優
秀
の
熊
本
県
知
事
賞
を

受
賞
し
て
い
ま
す
。

【
経
歴
】
熊
本
市
出
身
。
35
歳
。
熊

本
学
園
大
卒
、
平
成
14
年
警
察
官

を
拝
命
。
北
署
‐
玉
名
署
‐
南
署
‐

本
部
捜
査
一
課
を
経
て
、
嘉
島
交
番

へ
。
妻
と
３
人
の
息
子
（
小
学
生
２

人
、
２
歳
）
が
い
ま
す
。

【
信
条
】「
義
を
見
て
せ
ざ
る
は
勇
な

き
な
り
」。
警
察
官
と
し
て
見
て
見

ぬ
ふ
り
は
せ
ず
、
何
事
に
も
強
い
信

念
を
持
っ
て
職
務
に
取
り
組
む
べ
き

だ
と
考
え
ま
す
。

【
抱
負
】
事
件
・
事
故
の
状
況
を
町

民
の
皆
様
に
対
し
て
タ
イ
ム
リ
ー
に

発
信
し
、
嘉
島
町
が
こ
れ
ま
で
以
上

に
安
全
で
安
心
な
町
と
な
る
よ
う
全

力
を
尽
く
し
ま
す
。

森下・町農業委員

町
農
業
委
員
に

町
農
業
委
員
に

  　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

森
下
森
下  

文
夫
文
夫
さ
ん
さ
ん（
下
六
嘉
）

（
下
六
嘉
）

交
通
事
故
防
止
!

　

交
通
指
導
員
に

　
　

委
嘱
状
交
付　

陶山・嘉島交番所長

※
父
上
は
元
御
船
署
刑
事
課
長
。
親

　

子
２
代
の
警
察
官
と
の
こ
と
で
す
。

《
新
任
で
す 

よ
ろ
し
く
！
》

「
安
心
安
全
な
町
に
」

御
船
署
嘉
島
交
番
所
長

　
　

陶す

山や
ま 

慎
介
さ
ん
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入
学
式
は
４
月
９
日
。
新
入

生
は
昨
年
よ
り
16
人
多
い
87
人

（
男
子
49
人
、
女
子
38
人
）。
３

ク
ラ
ス
に
な
り
ま
し
た
。

　

在
校
生
が
拍
手
し
、
保
護
者

が
見
守
る
中
、
新
し
い
制
服
に

身
を
包
ん
だ
新
入
生
は
や
や
緊

張
し
た
表
情
で
入
場
、
希
望
と新入生代表の

冨永美樹さん
生徒会副会長の
家入涼奈さん

荒木町長 髙森校長

「何事にも積極的に」 嘉島中学校入学式

　

入
園
式
は
４
月
10
日
。

４
歳
男
児
１
人
、
３
歳

児
32
人
（
男
児
16
人
、

女
児
16
人
）
が
入
園
、

園
児
数
は
99
人
に
な
り

ま
し
た
。  

※
表
紙
参
照

　

岩
永
啓
次
園
長
は
、

「
幼
稚
園
は
楽
し
い
こ

と
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま

す
」
と
歓
迎
、
朝
の
あ

い
さ
つ
と
早
寝
早
起
き

朝
ご
は
ん
の
２
つ
を
お

願
い
し
ま
し
た
。
荒
木

町
長
は
、「
た
く
さ
ん
の

お
友
だ
ち
と
楽
し
く
元

気
に
過
ご
し
て
く
だ
さ

い
」
と
呼
び
か
け
ま
し

た
。
迎
え
た
在
園
児
も

「
い
っ
し
ょ
に
遊
ぼ
う

ね
」
と
歓
迎
し
ま
し
た
。

「ハイ！」元気よく
手をあげる新入園児

岩永園長

「いっしょに遊ぼうね」 嘉島幼稚園入園式

少
し
緊
張
し
て
入
場
す
る
新
入
生

在園児は歌で歓迎　→

親
子
い
っ
し
ょ
の
入
園
式

不
安
を
胸
に
、
中
学

生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
ま
し
た
。

　

髙
森
富
雄
校
長
は
、

「
中
学
校
は
自
分
の

夢
に
近
づ
く
と
こ

ろ
。
目
標
を
立
て
て

努
力
し
、
何
事
に
も

積
極
的
に
取
り
組
ん

で
」
と
求
め
、
荒
木

町
長
は
、「
中
学
校

で
、
人
に
優
し
い
心

と
困
難
に
耐
え
る
心

と
体
、
未
知
の
こ
と

を
理
解
で
き
る
知
恵

を
養
っ
て
」
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。

　

生
徒
会
副
会
長
の

家
入
涼
奈
さ
ん
は
、

「
生
徒
会
ス
ロ
ー
ガ
ン

は
煌
輝
。
一
人
一
人

が
自
分
の
良
さ
を
発

揮
し
、
嘉
島
中
で
よ

か
っ
た
と
思
え
る
学

校
に
し
ま
し
ょ
う
」

と
歓
迎
。
新
入
生
代

表
の
冨
永
美
樹
さ
ん

は
、「
が
ん
ば
ろ
う
と

い
う
気
持
ち
を
胸
に
、

い
ろ
ん
な
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
最

後
ま
で
あ
き
ら
め
ず

や
り
遂
げ
ま
す
」
と

力
強
く
誓
い
ま
し
た
。
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入
学
式
は
４
月
９
日
。
昨
年
よ

り
１
人
多
い
24
人
（
男
子
14
人
、

女
子
10
人
）。
名
前
を
呼
ば
れ
る

と
、「
ハ
イ
！
」
と
元
気
よ
く
返

事
を
し
て
い
ま
し
た
。
※
表
紙
参
照

　

松
田
秀
喜
校
長
は
、「
自
分
で

考
え
て
行
動
で
き
る
子
に
な
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
お
願
い
し
ま
し
た
。

荒
木
町
長
は
、「
お
友
だ
ち
と
仲
良

く
し
、
勉
強
や
運
動
を
が
ん
ば
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
励
ま
し
ま
し
た
。

　

児
童
代
表
の
立
石
晃
誠
君
は
、

「
待
っ
て
い
ま
し
た
！　

１
２
２

人
全
員
で
力
を
合
わ
せ
て
素
晴
ら

し
い
学
校
に
し
ま
し
ょ
う
」
と
呼

び
か
け
ま
し
た
。

松田校長

「待っていました！」 嘉島東小学校入学式

児童代表の
立石くん

「ハイ！」と返事も元気よく

在校生の拍手の中、はにかみながら入場する新入生

先
生
の
前
に
並
ん
で
入
学
式
へ

　

入
学
式
は
４
月
９
日
。
昨
年
よ

り
５
人
少
な
い
67
人
（
男
子
38
人
、

女
子
29
人
）
が
入
学
。
在
校
生
の

拍
手
の
中
、
少
し
は
に
か
み
な
が

ら
入
場
し
ま
し
た
が
、
返
事
は
元

気
で
し
た
。　
　
　

   

※
表
紙
参
照

　

竹
田
泰
司
校
長
は
、「
小
学
校

は
楽
し
い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
あ
り

ま
す
。
み
ん
な
仲
良
く
元
気
い
っ

ぱ
い
に
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
」
と

呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

児
童
代
表
の
本
田
優
菜
さ
ん
は
、

「
わ
か
ら
な
い
こ
と
は
私
た
ち
に

聞
い
て
。
一
緒
に
楽
し
く
過
ご
し

ま
し
ょ
う
」
と
歓
迎
。
新
入
生
代

表
の
大
山
田
悠
真
く
ん
は
、「
た

く
さ
ん
お
友
だ
ち
を
作
り
た
い
で

す
。
勉
強
も
が
ん
ば
り
ま
す
」
と

は
き
は
き
と
発
表
し
ま
し
た
。竹田校長

「たくさんお友だちを」 嘉島西小学校入学式

児童代表の
本田さん

さあ、並んで入学式へ 在校生の拍手と笑顔の中を入場 勉強道具に笑顔

新入生代表の
大山田くん

広報かしま 2015.5

7



　

今
春
の
教
職
員
異
動
で
、

転
入
、
新
採
用
な
ど
で
合
わ

せ
て
13
人
の
先
生
が
町
内
の

小
中
学
校
に
赴
任
さ
れ
ま
し

た
。
４
月
１
日
と
４
日
、
町

民
会
館
で
辞
令
交
付
と
受
入

式
が
あ
り
ま
し
た
。

　

工
藤
教
育
長
は
「
よ
う
こ

そ
嘉
島
町
へ
。
子
ど
も
た
ち

が
夢
を
持
ち
、
実
現
で
き
る

力
を
身
に
つ
け
さ
せ
て
ほ
し

い
」
と
歓
迎
、
荒
木
町
長
は

「
東
部
台
地
の
区
画
整
理
事

業
な
ど
で
今
後
も
町
の
人
口

と
児
童
・
生
徒
は
増
え
て
い

き
ま
す
。
町
の
将
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
を
立
派
に
成
長

さ
せ
て
ほ
し
い
」
と
期
待
の

言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

校
長
先
生
は
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
、
他
の
先
生
方
は

ア
ン
ケ
ー
ト
で
紹
介
し
ま
す
。

よ
う
こ
そ

　

か
し
ま
へ

13
人
の
先
生
が
赴
任

―
東
小
を
ど
ん
な
学
校
に
。

松
田　

自
然
豊
か
な
環
境
が
す
ば

ら
し
い
。「
か
し
こ
く　

た
だ
し
く　

た
く
ま
し
く
」
の
校
訓
は
そ
の
ま

ま
、
教
育
環
境
を
整
備
充
実
さ
せ

た
い
。
先
生
に
は
「
背
中
で
教
育

で
き
る
よ
う
に
。
保
護
者
、
地
域

か
ら
信
頼
さ
れ
る
よ
う
に
」
と
。

―
修
理
や
掃
除
が
好
き
だ
と
か
。

松
田　

前
任
校
で
は
「
松
田
工
務

店
」「
ダ
ス
キ
ン
松
田
」
と
か
言

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
壊
れ
た
と
こ

ろ
を
直
し
た
り
、
掃
除
し
た
り
す

る
の
が
大
好
き
で
す
。
き
れ
い
な

学
校
に
し
た
い
で
す
ね
。

―
な
ぜ
教
師
に
。

松
田　

子
ど
も
が
好
き
な
ん
で
す
。

高
校
の
と
き
、
母
校
の
小
中
学
校

の
水
泳
部
を
指
導
し
て
い
ま
し
た
。

大
学
を
出
て
就
職
、
結
婚
し
て
子

も
で
き
た
の
で
す
が
、
通
信
教
育

で
免
許
を
取
り
、
27
歳
で
教
職
に

つ
き
ま
し
た
。

―
あ
ち
こ
ち
の
学
校
で
勤
務
さ
れ

て
い
ま
す
。

松
田　

こ
れ
ま
で
７
管
内
、
10
校
。

上
益
城
郡
内
は
他
の
４
町
と
教
育

事
務
所
に
赴
任
し
、
東
小
で
郡
内

全
町
で
の
勤
務
に
な
り
ま
す
。
東

小
は
以
前
か
ら
「
い
い
と
こ
ろ
だ

な
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

―
教
育
の
信
条
、
目
標
は
。

松
田　
「
継
続
は
力
な
り
」「
努
力

す
る
こ
と
で
能
力
は
作
ら
れ
る
」。

頑
張
っ
て
い
る
人
は
「
む
し
ゃ
ん

よ
か
」、
逃
げ
た
り
、
ふ
ざ
け
た

り
し
て
は
だ
め
で
す
。
教
育
は
、

夢
に
向
か
っ
て
努
力
す
る
人
を
育

て
る
も
の
。
小
学
校
は
、
豊
か
な

人
間
性
を
育
成
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

―
趣
味
は
。

松
田　

ゴ
ル
フ
、
ウ
イ
ン
ド
サ
ー

フ
ィ
ン
、
ウ
エ
イ
ク
ボ
ー
ド
、
ス

キ
ー
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
、
釣
り
な

ど
。
家
族
で
毎
年
、
キ
ャ
ン
プ
も

し
ま
す
。
広
く
い
ろ
ん
な
こ
と
を

や
り
た
い
で
す
ね
。

ま
つ
だ
・
ひ
で
き　

熊
本
商
科

（
学
園
）大
卒
。
昭
和
61
年
教
師
に
。

前
任
は
御
船
町
立
高
木
小
学
校
長
。

１
男
２
女
。
妻
と
二
女
と
熊
本
市

に
住
む
。
同
市
出
身
。
56
歳
。

―
校
長
と
し
て
の
抱
負
を
。

髙
森　

学
校
教
育
は
頭
（
学
力
）

と
心
と
体
。
さ
ら
な
る
向
上
を
目

指
し
、
地
域
を
巻
き
込
ん
で
に
ぎ

や
か
に
意
識
的
に
改
革
を
進
め
た

い
。
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
を
招

い
て
本
物
の
技
や
意
識
に
触
れ
る

授
業
も
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

―
嘉
島
町
は
故
郷
で
す
ね
。

髙
森　

北
甘
木
で
生
ま
れ
て
育
ち
、

今
も
住
ん
で
い
ま
す
。
東
小
、
嘉

島
中
は
母
校
で
す
。
教
師
に
な
っ

て
34
年
、
小
学
校
と
中
学
校
の
勤

務
は
半
々
で
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど

北
甘
木
か
ら
通
勤
し
ま
し
た
。
嘉

島
中
と
西
小
に
も
勤
務
し
ま
し
た
。

―
な
ぜ
教
師
に
。

髙
森　

純
粋
で
熱
血
漢
の
先
生
が

活
躍
す
る
学
園
青
春
ド
ラ
マ
の
影

響
で
す
。
子
ど
も
た
ち
と
の
心
の

ふ
れ
あ
い
を
求
め
て
先
生
に
な
り

ま
し
た
。
初
任
校
で
サ
ッ
カ
ー
部

を
創
部
、
以
後
30
年
近
く
各
校
で

指
導
を
続
け
ま
し
た
。

―
教
師
と
し
て
の
信
条
は
。

髙
森　

パ
ッ
シ
ョ
ン
。
情
熱
が
な

く
な
っ
た
ら
教
師
は
終
わ
り
で
す
。

子
ど
も
が
好
き
で
な
い
と
続
き
ま

せ
ん
。

―
前
任
の
玉
名
市
立
玉
南
中
校
長

の
と
き
は
韓
国
と
の
交
流
も
あ
っ

た
そ
う
で
す
が
。

髙
森　

韓
国
・
昌
原
市
の
４
つ
の

中
学
校
と
定
期
的
に
交
流
。
冬
休

み
に
生
徒
と
韓
国
を
訪
問
し
、
夏

休
み
は
昌
原
市
か
ら
生
徒
を
迎
え

て
い
ま
し
た
。
先
生
た
ち
と
も
親

し
く
な
っ
て
、
最
近
は
韓
国
の
歴

史
ド
ラ
マ
に
は
ま
っ
て
い
ま
す
。

30
年
前
の
日
本
の
よ
き
姿
が
あ
り

ま
す
ね
。

―
生
活
信
条
は
。

髙
森　

凡
事
徹
底
。
と
も
す
る
と

だ
ら
し
が
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
自

分
へ
の
戒
め
で
あ
り
、
子
ど
も
た

ち
に
も
伝
え
た
い
。

た
か
も
り
・
と
み
お　

長
崎
大
教

育
学
部
卒
。
昭
和
57
年
教
師
に
。

嘉
島
中
は
25
年
ほ
ど
前
に
、
嘉
島

西
小
は
３
年
前
ま
で
勤
務
。
１
男

１
女
。
小
学
教
師
の
夫
人
と
長
女

と
住
む
。
57
歳
。

嘉
島
中
学
校

髙
森 

富
雄
校
長

さらなる向上を
嘉
島
東
小
学
校

松
田 

秀
喜
校
長

きれいな学校に
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①
抱
負
②
生
活
信
条
③
特
技
・
趣

味
な
ど
。
カ
ッ
コ
内
は
前
任
校
。

①
広
々
と
し
た
嘉
島
町
で
教
育
活

動
で
き
る
こ
と
を
誇
り
に
感
じ
て

い
ま
す
。
何
事
も
誠
実
に
、
一
生

懸
命
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
②
大
き

な
笑
い
声
は
、
豊
か
な
心
へ
と
つ

な
が
る
。
③
尺
八
、
し
の
笛
。
熊

本
邦
楽
団
所
属
。
剣
道
五
段
。

①
初
任
で
あ
り
、
初
め
て
の
中
学
校

勤
務
に
な
り
ま
す
が
、
か
か
わ
っ
て

い
く
全
て
の
生
徒
た
ち
と
し
っ
か
り

向
き
合
い
な
が
ら
、
特
別
支
援
教
育
、

そ
し
て
学
校
全
体
の
発
展
に
貢
献
で

き
る
よ
う
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
頑
張
り

先
生
方
の
紹
介

嘉
島
中
学
校

教諭

藤
とうやま

山　雅
まさひろ

弘先生
（蘇陽中）

教諭

外
ほか

尾
お

　優
ゆう

希
き

先生
（新規採用）

ま
す
。
②
人
生
の
全
て
に
意
味
が
あ

る
。
③
ド
ラ
イ
ブ
と
温
泉
巡
り
。
歌

や
ダ
ン
ス
も
好
き
で
す
。

①
こ
れ
ま
で
四
年
間
お
世
話
に

な
っ
た
東
小
で
、
再
び
勤
務
で
き

る
喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
の
笑
顔
が
も
っ
と
キ
ラ
キ

ラ
輝
く
東
小
に
な
る
よ
う
、
精
一

杯
頑
張
り
ま
す
。
②
早
寝
、
早
起

き
、
し
っ
か
り
食
事
。
正
し
い
生

活
リ
ズ
ム
は
元
気
の
源
。
③
卓
球

が
好
き
で
す
。
ま
た
、
休
み
の
日

に
は
、
温
泉
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て

い
ま
す
。

①
久
し
ぶ
り
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

地
元
で
す
の
で
、
は
り
き
っ
て
が

ん
ば
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

②
常
に
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
歩

ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

共
に
考
え
、
悩
み
、
成
長
し
て
い

き
た
い
で
す
ね
。
③
寺
の
息
子
で

す
の
で
、
習
字
を
多
少
や
っ
て
い

ま
す
。
除
夜
の
鐘
を
つ
き
に
来
て

下
さ
い
。

①
子
ど
も
達
と
一
緒
に
、
た
く
さ

ん
遊
び
た
い
で
す
。
ま
た
、
子
ど

も
達
に
負
け
な
い
く
ら
い
元
気
に

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
②
笑

う
門
に
は
福
来
た
る
。
③
趣
味
は
、

温
泉
に
行
く
こ
と
と
体
を
動
か
す

こ
と
で
す
。
特
に
、
サ
ッ
カ
ー
と

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
が
大
好
き
で
す
。

①
出
身
は
山
都
町
で
す
が
、
上
益
城

管
内
は
初
め
て
の
勤
務
で
す
。
美
し

い
自
然
に
恵
ま
れ
た
嘉
島
町
で
働
く

こ
と
が
で
き
、
大
変
う
れ
し
く
思
い

ま
す
。
②
「
笑
顔
」
と
「
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
」
③
退
職
後
は
陶
芸

や
絵
画
を
楽
し
む
生
活
が
で
き
た
ら

い
い
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

①
初
め
て
の
嘉
島
町
勤
務
で
す
。

日
々
、
学
ぶ
こ
と
を
忘
れ
ず
に
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
②

「
ゆ
っ
く
り
、
じ
っ
く
り
、
一
歩

一
歩
」
③
釣
り
、
ド
ラ
イ
ブ
、
ス

ポ
ー
ツ
観
戦
。
浅
く
、
広
く
何
で

も
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

①
三
年
ぶ
り
の
小
学
校
勤
務
＆
始

め
て
の
嘉
島
町
で
、
ワ
ク
ワ
ク
し

て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
と
一
緒

に
成
長
で
き
る
よ
う
、
一
生
懸
命

頑
張
り
ま
す
。
②
「
し
な
や
か
に

生
き
る
」
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま

す
が
…
修
行
中
で
す
。
③
ピ
ア
ノ

を
弾
く
こ
と
が
好
き
で
す
。
久
し

ぶ
り
に
習
い
に
行
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

①
美
し
い
自
然
に
囲
ま
れ
た
嘉
島

町
で
働
け
る
こ
と
を
と
て
も
嬉
し

く
思
い
ま
す
。
こ
ど
も
た
ち
と
共

に
学
び
、
遊
ん
で
一
緒
に
成
長
し

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
②
継

続
は
力
な
り
。
③
釣
り
で
す
。
自

分
の
故
郷
で
あ
る
天
草
で
、
よ
く

海
釣
り
を
し
て
い
ま
し
た
。

①
今
年
か
ら
教
諭
と
し
て
働
か
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

精
一
杯
、
情
熱
を
も
っ
て
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
②
笑

顔
を
絶
や
さ
な
い
で
す
。
子
ど
も

達
と
一
緒
に
笑
顔
あ
ふ
れ
る
学
校

に
し
た
い
で
す
。
③
書
道
で
す
。

①
嘉
島
町
で
の
勤
務
は
初
め
て
で

す
。
嘉
島
町
の
子
ど
も
た
ち
が
笑

顔
で
元
気
に
学
校
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

②
何
事
に
も
精
い
っ
ぱ
い
取
り
組

む
。
前
向
き
に
生
き
る
。
③
吹
奏

楽
で
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
を
し
て
い
ま

し
た
（
休
団
中
で
す
）。
お
菓
子

作
り
や
散
歩
も
好
き
で
す
。

嘉
島
東
小
学
校

教頭

江
え

原
はら

　誠
まこと

先生
（嘉島東小教諭・昇任）

教諭

松
まつもと

本　賢
たかひろ

裕先生
（蘇陽南小）

教諭

西
にし

田
だ

　丈
とも

輝
き

先生
（新規採用）

教諭

榮
さかえだ

田　慎
しん

也
や

先生
（合志市立南ヶ丘小）

教諭

三
み

原
はら

　美
み

佳
か

先生
（天草市立河浦中）

嘉
島
西
小
学
校

教頭

藤
ふじもり

森　浩
ひろ

樹
き

先生
（菊陽南小）

教諭

渡
わたなべ

邊　俊
しゅんすけ

介先生
（新規採用）

教諭

桑
くわはら

原　麻
ま い

衣先生
（新規採用）

養護教諭

藏
くら

田
た

　裕
ゆう

貴
き

先生
（天草市立牛深小）
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町
公
民
館
講
座
の
開
講
式
が
４

月
17
日
、
町
民
会
館
で
開
か
れ
、

新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

工
藤
教
育
長
は
、「
学
習
は
も

ち
ろ
ん
、
楽
し
く
助
け
合
い
、
互

い
の
絆
を
深
め
、
で
き
れ
ば
自
主

講
座
に
つ
な
げ
て
く
だ
さ
い
」
と

あ
い
さ
つ
。
講
師
陣
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

　

講
座
は
毎
月
２
回
、
来
年
３
月

ま
で
。
本
年
度
は
、
書
道
、
編
物
、

コ
ー
ラ
ス
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、
手

話
、
絵
手
紙
、
カ
ラ
オ
ケ
、
太
極

拳
、
健
康
体
操
、
ユ
ニ
ー
ク
体
操

の
10
講
座
に
１
４
６
人
が
受
講
し

て
い
ま
す
が
、
カ
ラ
オ
ケ
以
外
の

講
座
は
余
裕
が
あ
る
た
め
、
追
加

募
集
を
し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

町
教
委
社
会
教
育
課

☎
２
３
７

－

０
０
５
８

　

嘉
島
西
小
学
校
内
に
あ
っ
た
町
の

「
子
育
て
広
場
あ
い
あ
い
」
と
「
フ
ァ

ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
が
、

役
場
東
側
の
旧
町
保
健
セ
ン
タ
ー
に

移
転
。「
嘉
島
町
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
」
と
し
て
４
月
１
日
、
開
所
し

ま
し
た
。

　

荒
木
町
長
は
開
所
式
で
、「
少
子
化

の
中
で
こ
れ
か
ら
も
十
分
な
子
育
て

が
で
き
る
環
境
を
整
え
て
い
き
た
い
」

と
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

　
「
あ
い
あ
い
」
は
、
じ
ゅ
う
た
ん
と

畳
敷
き
に
遊
具
を
設
置
し
た
１
階
屋

内
と
人
工
芝
や
砂
場
の
あ
る
前
庭
で
、

町
内
の
子
育
て
中
の
親
子
は
自
由
に

遊
べ
ま
す
。
月
〜
金

曜
日
（
祝
祭
日
を
除

く
）
の
10
時
〜
16
時

に
開
所
。
相
談
や
援

助
、
子
育
て
情
報
の

提
供
の
ほ
か
、
２
階

で
子
育
て
講
座
な
ど

を
開
催
し
ま
す
。

　
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」

は
、
子
ど
も
を
預

け
た
い
方
と
預
か

り
た
い
方
と
を
つ

な
ぎ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
援
助
活
動
を
行

う
会
員
組
織
で
、

随
時
会
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

公
民
館
講
座
開
講

10
講
座
１
４
６
人

「
互
い
の
絆
深
め
て
」

受
講
生
追
加
募
集
中

　

町
民
会
館
図
書
室
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
は
３
月
30
日
開
か
れ
、

７
組
の
親
子
14
人
が
新
聞
紙
の
忍

者
覆
面
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
鉄
砲
、

ス
ト
ロ
ー
の
吹
き
矢
な
ど
の
工
作

に
挑
戦
。
に
ぎ
や
か
に
楽
し
み
ま

し
た
。 

※
表
紙
参
照

　

図
書
室
の
休
館
日
を
利
用
し
た

町
教
委
の
事
業
で
、
佐
藤
公
一
郎

指
導
主
事
が
指
導
。
就
学
前
の
子

ど
も
、
小
学
生
、
母
親
た
ち
は
、

ハ
サ
ミ
や
輪
ゴ
ム
、
新
聞
紙
な
ど

を
使
い
、
苦
労
し
な
が
ら
も
楽
し

そ
う
に
作
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

旧保健センターにオープン旧保健センターにオープン

子育て支援センター子育て支援センター

子育てひろばあいあいで遊ぶ親子

子育て広場あいあい・子育て広場あいあい・
ファミリーサポートセンターファミリーサポートセンター( )( )
お問い合わせ先お問い合わせ先☎ 237☎ 237 ｰー 55595559

新聞紙を折ると、順に雪国帽子やコック帽から忍者覆面に

忍者覆面をかぶり、巻物を手にポーズ！

紙
コ
ッ
プ
に
ス
ト
ロ
ー
吹
き
矢
を

　

 

飛
ば
す
子
ど
も
た
ち

新
聞
紙
で
忍
者
覆ふ

く
め
ん面

ス
ト
ロ
ー
で
吹
き
矢
…

　

親
子
で
挑
戦

町
民
会
館
図
書
室

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
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で
本
省
ロ
ビ
ー
に
展
示
し
た
ほ
か
、

福
岡
市
の
九
州
地
方
整
備
局
に
６

月
１
日
ま
で
展
示
し
て
い
ま
す
。

 

「
く
ら
し
と
経
済
を
支
え
る
イ

ン
フ
ラ
」
を
テ
ー
マ
に
、
高
速
道

路
や
港
湾
、
新
幹
線
な
ど
の
整
備

で
暮
ら
し
や
経
済
が
発
展
し
た
事

例
と
し
て
、
嘉
島
町
を
含
む
全
国

13
カ
所
を
選
定
、
１
枚
ず
つ
の
パ

ネ
ル
に
し
ま
し
た
。

　

嘉
島
町
の
パ
ネ
ル
の
見
出
し
は
、

「
堤
防
で
き
た
！
水
害
リ
ス
ク
減

っ
た
！
商
工
業
団
地
が
う
ま
れ

た
！
」
見
出
し
の
背
景
写
真
は
三

郎
無
田
の
総
合
運
動
公
園
北
側
の

堤
防
で
、
中
央
に
昭
和
63
年
５
月

の
浸
水
被
害
状
況
や
改
修
整
備
後

の
写
真
な
ど
も
使
用
。

　

平
成
11
年
の
堤
防
完
成
後
、
そ

れ
ま
で
頻
発
し
て
い
た
浸
水
被
害

が
発
生
し
て
い
な
い
こ
と
や
、
企

業
進
出
な
ど
で
商
業
事
業
所
が
約

２
倍
、
第
３
次
産
業
従
業
者
数
が

約
４
倍
に
増
え
る
な
ど
、
町
が
大

き
く
発
展
し
た
こ
と
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。

※
国
交
省
が
作
っ
た
パ
ネ
ル
。
中

央
左
が
改
修
前
の
昭
和
63
年
５
月

の
浸
水
被
害
状
況
、
同
右
が
改
修

整
備
後
の
写
真
。
グ
ラ
フ
も
使
っ

て
、
堤
防
完
成
で
浸
水
被
害
が
発

生
し
な
く
な
っ
た
嘉
島
町
の
発
展

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

イ
ン
フ
ラ
整
備
で
の
発
展
例

イ
ン
フ
ラ
整
備
で
の
発
展
例

　　

嘉
島
町
の
加
勢
川
改
修
を
紹

嘉
島
町
の
加
勢
川
改
修
を
紹
介介

国
交
省
が

パ
ネ
ル
展

　

国
土
交
通
省
は
イ
ン
フ
ラ
整
備

で
発
展
し
た
事
例
の
一
つ
と
し
て
、

嘉
島
町
の
加
勢
川
改
修
を
パ
ネ
ル

で
紹
介
。
４
月
６
日
か
ら
17
日
ま

広報かしま 2015.5
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《
５
〜
６
月
の
休
館
日
》

５
月　

７
、
11
、
18
、
25
日

６
月　

１
、
８
、
15
、
22
、
29
日

※
休
館
日
も
会
館
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス

ト
は
利
用
で
き
ま
す
。

《
お
は
な
し
会
》

　

５
月
13
、27
日
、
６
月
10
、24
日

の
16
時
か
ら
、
読
み
聞
か
せ
の
部

屋
で
開
き
ま
す
。
毎
月
第
２
、
第

４
水
曜
日
開
催
で
す
。
参
加
無
料
。

嘉  島  町  民  会  館

野球部ひとり
 朝倉宏景
セキタン！
 須藤靖貴
不器用な戦士たち
 眉村　卓
ボクの妻と結婚してください。
 樋口卓治
それでも僕は夢を見る
 作・水野敬也　画・鉄拳
闇医者おゑん秘録帖
 あさのあつこ
面倒だから、しよう
 渡辺和子
数の悪魔―算数・数学が楽しくなる12夜
 エンツェンスベルガー著
 ベルナー絵　丘沢静也訳
一人でできる戸籍の読み方・取り方
 千葉　諭
すてきなガーデン＆エクステリア
 武井泄月袴

ハッピィ・フレンズ
 佐川芳枝　作　結布　絵
しっぱいにかんぱい！
 宮川ひろ　作　小泉るみ子　絵
0点虫が飛び出した！
 赤羽じゅんこ・作
 こぐれけんじろう・絵
だじゃれたっぷり　宇宙大作戦
 内田麟太郎・作　工藤ノリコ・絵
ふたりはきょうも
 アーノルド・ローベル　作　三木卓　訳
どろぼうがっこう　だいうんどうかい
 かこ　さとし
ぼくたち　子ども宣言　世界中のおとなたちへ
 文／中川ひろたか　絵／田中靖夫
ぼくんちカレーライス
 つちだのぶこ
おかあさん、げんきですか。
 後藤竜二・作　武田美穂・絵
とらのこさんきょうだい
かえうたかえうたこいのぼり 石井聖岳

図
書
室
か
ら

開
館
日　

火
曜
日
〜
日
曜
日
・
祝
日

開
館
時
間　
９
時
〜
17
時

休
館
日　

月
曜
日
（
祝
日
の
時
は

翌
日
）・
12
月
28
日
〜
１
月
３
日

☎
２
３
７

－

０
０
５
８

おすすめ本

○お問い合わせ先：教育委員会　☎237－0058
○予約状況等は、嘉島町ホームページ（公共施設→嘉島町民会館）でご覧になれます。

ホール「アクア」催物案内 平成27年 4 月28日現在

月 日 曜 ホール催し物 開演時間 入場料 主催者（問い合わせ先）

5 11 月 「春の全国交通安全運動」御船警察署管内４町合同出発式 10:00 無料 嘉島町役場 総務課
 ☎ 237-1112

5 24 日 ピティナ・ピアノステップコンクール 未定 無料 PTNA熊本支部 ☎ 386-8248

6 7 日 ピアノ発表会 13:30(予定) 無料 湯村弘子ピアノエレクトーン教室
 090-3326-4233

6 21 日 PTNAピアノコンペティション熊本地区予選 未定 無料 PTNA熊本支部 ☎ 386-8248

7 5 日 友笛会カラオケ発表会 未定 無料 友笛会 ☎ 378-4562

7 26 日 「誰も知らない幸せな歯科治療の受け方」 13:30 無料 ひがし歯科医院 ☎ 367-0112

8 2 土 ピアノ発表会 14:00(予定) 無料 泉紀子ピアノ教室 ☎ 237-9000

　

ぶ
き
み
な
図
書
か
ん
の
ふ
し
ぎ

な
本
の
お
話
で
す
。
へ
ん
て
こ
な

先
生
が
こ
わ
ー
い
本
を
読
み
は
じ

め
る
と
、
大
男
や
ま
じ
ょ
が
、
本

か
ら
飛
び
出
し
て
き
ま
す
。

　

首
の
な
い
き
し
が
で
て
き
た
時
、

子
ど
も
た
ち
が
ポ
カ
ン
と
口
を
あ

け
て
見
て
い
る
と
こ
ろ
が
お
も
し

ろ
か
っ
た
で
す
。

　

ち
ょ
っ
と
ド
キ
ド
キ
し
ま
す
が
、

さ
い
ご
は
楽
し
く
な
る
の
で
、
読

ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

「
ス
ミ
ス
先
生
と
お
ば
け
図
書
館
」

マ
イ
ケ
ル
・
ガ
ー
ラ
ン
ド
／
作

山
本　

敏
子
／
訳

新
日
本
出
版
社

嘉島西小学校３年

森井　花純さん
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各種大会等予定 平成27年 4 月28日現在

月 日 曜 大　会　名 場所 開始時間 主　催　者

５

9 土 九電旗少年軟式野球熊本県大会 野球場 8:00 ～ 県軟式野球連盟　10 日まで

10 日 平成 27年度大杉杯学生サッカー大会
（第19回ＮＨＫ杯熊本県サッカー選手権大会学生予選） 競技場 9:00 ～ 県サッカー協会　16日も開催

15 金 第 37 回西日本軟式野球大会（全国大会） 野球場 8:00 ～ 全日本軟式野球連盟
16・17 日も開催

17 日 第 24 回熊本県シニアサッカーリーグ 競技場 9:00 ～ 県サッカー協会　　24日も開催
23 土 第６回九州ユース（U‒１５）サッカーリーグ 競技場 9:00 ～ 九州サッカー協会
24 日 嘉島町軟式野球協会　会長旗野球大会 野球場 9:00 ～ 町軟式野球協会　31日も開催

29 金 熊本県高等学校総合体育大会　サッカー競技 競技場 10:00 ～ 県高等学校体育連盟
30・31 日も開催

30 土 第 35 回高円宮杯学童軟式野球熊本県大会 野球場 8:00 ～ 県軟式野球連盟

６

6 土 第 30 回熊本県クラブユースサッカー（U‒15）
選手権大会 競技場 9:00 ～ 県サッカー協会

7 日 第 6回九州ユース（U‒15）サッカーリーグ 競技場 9:00 ～ 九州サッカー協会　14 日も開催
13 土 第 30 回九州大学サッカーリーグ（2部） 競技場 9:00 ～ 九州サッカー協会
20 土 第 67 回全九州高等学校サッカー競技大会 競技場 8:00 ～ 九州高等学校体育連盟
21 日 第 19 回 NHK杯熊本県サッカー選手権大会 競技場 9:00 ～ 県サッカー協会

27 土
第 35 回熊本県スポーツ少年団学童軟式野球大会 野球場 8:00 ～ 県軟式野球連盟　　28 日まで
上益城郡中学校総合体育大会　サッカー競技 競技場 8:00 ～ 上益城郡中学校体育連盟　28 日まで

嘉島町総合運動公園

○この予定表は、主催者の都合により変更される場合があります。　詳細はお問い合わせください。
○お問い合わせ先：教育委員会　☎237－0058
○予約状況は、嘉島町ホームページ（公共施設→公共施設紹介→嘉島町総合運動公園）でご覧になれます。

■
借
金
整
理
の
方
法

　

借
金
を
整
理
す
る
方
法
と
し
て
、

・  

裁
判
所
が
関
与
す
る
破
産
や
個
人
再

生
と
い
う
手
続
き

・
裁
判
所
が
関
与
し
な
い
任
意
整
理

（
裁
判
所
を
利
用
す
る
特
定
調
停
と

い
う
制
度
も
あ
り
ま
す
）

が
あ
り
ま
す
が
、

・
借
金
（
債
務
）
の
内
容
と
金
額

・ 

収
入
、
財
産
、
特
に
自
宅
を
持
っ
て

い
る
か

・
支
払
い
で
き
な
く
な
っ
た
事
情
等

を
総
合
的
に
判
断
し
て
決
め
ま
す
。

■
自
己
破
産
に
よ
る
免
責

　

持
っ
て
い
る
財
産
を
お
金
に
換
え

て
、
す
べ
て
の
債
権
者
に
公
平
に
配

当
す
る
地
方
裁
判
所
の
手
続
き

　

た
だ
し
、
生
活
を
維
持
す
る
た
め
に

必
要
な
範
囲
の
現
金
を
所
持
で
き
ま
す

し
、
換
金
し
な
く
て
も
よ
い
財
産
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

債
務
者
に
配
当
で
き
る
財
産
が
な
い

場
合
は
、
財
産
を
隠
し
て
い
た
り
、
う

そ
を
つ
い
て
い
た
り
な
ど
一
定
の
事
由

が
な
い
限
り
債
務
は
免
責
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
税
金
、
罰
金
、
養
育
費
や
故

意
・
重
過
失
に
よ
る
損
害
賠
償
等
、
免

責
が
認
め
ら
れ
な
い
債
務
も
あ
り
ま
す
。

■
個
人
再
生
手
続
き

　

す
べ
て
の
債
権
者
を
相
手
と
し
て
、

債
務
額
の
一
定
割
合
を
、
原
則
３
年

間
で
支
払
い
、
残
り
の
支
払
い
を
免

除
さ
れ
る
地
方
裁
判
所
の
手
続
き

　

住
宅
ロ
ー
ン
が
残
っ
て
い
る
自
宅
を

所
有
し
て
い
る
場
合
、
こ
の
手
続
き
を

選
択
す
れ
ば
自
宅
を
持
ち
続
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

■
任
意
整
理
・
特
定
調
停

　

債
務
者
と
個
々
の
債
権
者
と
の
間

で
、
個
別
に
支
払
い
方
法
（
支
払
総
額
、

支
払
回
数
、
毎
回
の
支
払
額
な
ど
）

を
取
り
決
め
て
、
そ
の
取
り
決
め
た

内
容
ど
お
り
に
支
払
い
を
す
る
も
の

　

お
お
む
ね
３
〜
５
年
間
で
支
払
い
が

完
了
す
る
程
度
の
提
案
を
債
権
者
に
対

し
て
で
き
な
い
と
、
任
意
整
理
は
選
択

で
き
ま
せ
ん
。

　

債
務
者
と
個
々
の
債
権
者
と
の
間
で
、

支
払
い
方
法
を
決
め
る
た
め
に
、
簡
易

裁
判
所
の
特
定
調
停
を
利
用
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
、
裁
判
所
の

調
停
委
員
が
間
に
入
り
、
支
払
い
方
法

を
提
案
し
ま
す
。

　

弁
護
士
、
司
法
書
士
の
無
料
相
談
も

で
き
ま
す
の
で
、
上
益
城
広
域
連
携
消

費
生
活
相
談
室
（
19
㌻
参
照
）
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。

見
守
り
新
鮮

情
報
5
月
号

《
借
金
が
返
せ
な
く
な
っ
た
ら
》
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予
防
接
種
・
健
康

日
本
脳
炎
予
防
接
種

　

日
本
脳
炎
は
、
蚊
が
媒
介
す
る
日
本

脳
炎
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
起
こ
る
感
染
症

で
、
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
患
者
が
発
生

し
ま
す
。
７
〜
10
日
の
潜
伏
期
間
の
後
、

高
熱
、
頭
痛
、
嘔
吐
、
意
識
障
害
、
け

い
れ
ん
な
ど
の
症
状
を
示
す
急
性
脳
炎

に
な
り
ま
す
。
感
染
予
防
の
た
め
に
予

防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

平
成
27
年
度
の
日
本
脳
炎
予
防
接
種

を
次
の
通
り
実
施
し
ま
す
。
対
象
年
齢

の
方
の
接
種
は
無
料
で
す
。
対
象
と
な

る
方
は
、
母
子
健
康
手
帳
等
で
接
種
歴

を
確
認
の
う
え
、
町
内
指
定
医
療
機
関

に
て
接
種
を
受
け
ら
れ
ま
す
よ
う
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
積
極
的
勧
奨
対
象
者
に

は
５
月
下
旬
に
個
別
通
知
を
送
付
予
定

で
す
の
で
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
・

二
種
混
合
予
防
接
種

　

平
成
27
年
度
麻
し
ん
風

し
ん
混
合
（
Ｍ
Ｒ
）
第
２

期
予
防
接
種
及
び
二
種
混

合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷

風
）
予
防
接
種
を
次
の
通

り
実
施
し
ま
す
。
母
子
健

康
手
帳
等
で
接
種
歴
を
確

認
し
、
下
記
の
町
内
指
定

医
療
機
関
で
事
前
予
約
の

う
え
、
接
種
し
て
く
だ
さ

い
。
対
象
と
な
る
方
に
は

４
月
下
旬
に
通
知
を
送
付

し
て
い
ま
す
の
で
必
ず
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

無
料
歯
科
健
診

　

歯
科
健
診
は
、
歯
を
は
じ

め
口
腔
内
の
状
態
を
診
る
こ

と
で
、
歯
周
病
を
発
見
す
る

の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
舌

が
ん
な
ど
の
発
見
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
健
康

づ
く
り
の
た
め
に
ぜ
ひ
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

○
対
象　

嘉
島
町
に
お
住

ま
い
の
方

予防接種名 接種対象者年齢 回数 町内指定医療機関

麻しん風しん
（ＭＲ）第２期

平成21年４月２日～
平成22年４月１日生まれの方
（小学校就学前の１年間の方）

１回

山地外科胃腸科医院　 ☎ 237‒0003
香田整形外科　 ☎ 237‒2811
たなか内科眼科　 ☎ 235‒7235
よしむら内科・循環器科　 ☎ 235‒7773
からしま小児科　 ☎ 235‒6333
大串内科　 ☎ 234‒7873

二種混合
平成15年４月２日～
平成16年４月１日生まれの方
（小学６年生）

１回

山地外科胃腸科医院　 ☎ 237‒0003
よしむら内科・循環器科　 ☎ 235‒7773
からしま小児科　 ☎ 235‒6333
大串内科　 ☎ 234‒7873

接種をおすすめする年齢と標準的な接種方法 町内指定医療機関 対象年齢

１期初回
（２回）

１期追加
（１回）

３、４歳の間に６日以上、標準とし
て28日の間隔で２回
（積極的勧奨対象者：平成 23 年４月２
日～平成24年４月１日生まれの方）
初回接種２回終了後おおむね１年の
間隔をおいて１回
（積極的勧奨対象者：平成 22 年４月２
日～平成23年４月１日生まれの方）

山地外科胃腸科医院
 ☎ 237‒0003

香田整形外科
 ☎ 237‒2811

よしむら内科・循環器科
　 ☎ 235‒7773

からしま小児科
 ☎ 235‒6333

大串内科
 ☎ 234‒7873
※接種される場合は、
　事前予約が必要です。

生後６ヵ月～90ヵ月に至る
まで
※上記対象者のうち、生後６ヵ月
月～平成25年４月１日生まれの
方で接種希望の方は役場町民課に
お問い合わせください。

２期 ９歳以上13歳未満

特例措置

18歳となる方
（積極的勧奨対象者：平成９年４月２日～
平成10年４月１日生まれの方）
※平成７年４月２日～平成19年４月１日生
まれ (20歳になるまでの間 ) の方で接種が済
んでいない方も定期接種 (無料 ) として接種が
可能です。

平成７年４月２日～平成19
年４月１日生まれ
（20歳になるまでの間）

広報かしま2015.5
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○
内
容　

歯
科
健
診
（
治
療
は
行
い
ま
せ
ん
）

○
実
施
期
間

　
　

平
成
27
年
６
月
１
日
（
月
）
か
ら

　
　

平
成
27
年
６
月
30
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
診
療
時
間
内
）

○
実
施
場
所

　

玉
置
歯
科
医
院 　

鯰
２
７
１
５－

１

☎
２
３
７－
２
３
７
０

　

ひ
が
し
歯
科
医
院 

下
六
嘉
１
８
７
８－
３

☎
３
６
７－

０
１
１
２

　

あ
り
む
ら
歯
科
医
院

鯰
１
８
３
６－

２

☎
２
３
５－

４
６
１
８

　

ク
ド
ウ
歯
科
医
院 

鯰
１
８
０
８－

２

☎
２
３
７－

２
８
０
１

　

イ
ッ
コ
ウ
歯
科
医
院

上
島
２
１
８
７－

１
１

☎
２
３
４－

７
２
１
５

（
上
益
城
郡
歯
科
医
師
会
加
入
の

　
　
　
　
　
　

町
内
歯
科
診
療
機
関
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
町
民
課
保
健
係　
　

☎
２
３
７－

２
５
７
４

精
神
保
健
福
祉
相
談

　

こ
の
相
談
は
、
熊
本
県
が
嘱
託
す
る

専
門
医
が
、
広
く
一
般
の
〝
こ
こ
ろ
の

健
康
〞
に
関
す
る
相
談
を
実
施
す
る
も

の
で
す
。
認
知
症
相
談
、
思
春
期
相
談
、

ひ
き
こ
も
り
や
依
存
症
等
、
多
岐
に
わ

た
る
内
容
を
受
け
付
け
て
お
り
、
医
療

機
関
の
紹
介
な
ど
の
対
応
も
可
能
で
す
。

　

相
談
は
、
御
船
保
健
所
（
町
の
保
健

セ
ン
タ
ー
等
身
近
な
施
設
や
家
庭
訪
問

等
も
可
）
で
、
原
則
第
３
金
曜
日
と
第

４
金
曜
日
の
午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後

４
時
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

相
談
料
は
無
料
で
す
が
、
事
前
予
約

が
必
要
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

御
船
保
健
所　

☎
２
８
２－

０
０
１
６

　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

税
自
動
車
税
納
付
は

６
月
１
日
ま
で
に

　

自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
を
５
月
初

め
に
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
納
付
期
限

の
６
月
１
日
（
月
）
ま
で
に
、
お
近
く

の
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
、
熊
本
県
の
各
広
域
本
部
、
各
地
域

振
興
局
自
動
車
税
事
務
所
で
納
め
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

熊
本
県
自
動
車
税
事
務
所

☎
３
６
８－

４
０
２
０

軽
自
動
車
税
の
グ
リ
ー
ン
化
特
例

 

（
税
率
軽
減
措
置
）

○
適
用
期
間

　

平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
28
年

３
月
31
日
ま
で
に
新
規
取
得
し
た
軽
四

輪
等
（
三
輪
以
上
の
軽
自
動
車
）

○
軽
減
税
率
の
適
用
（
軽
減
課
税
）
年

度　

平
成
28
年
度
の
み

○
対
象
及
び
軽
減
課
税
割
合

（
※
自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
に
お
け

る
環
境
性
能
割
の
導
入
の
際
に
自
動
車

税
の
グ
リ
ー
ン
化
特
例
と
あ
わ
せ
て
見

直
す
）

《
軽
乗
用
車
》

《
軽
貨
物
車
》

※
ガ
ソ
リ
ン
車
・
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
は
、

い
ず
れ
も
平
成
17
年
排
出
ガ
ス
基
準
75

％
低
減
達
成
車
（
★
★
★
★
）
に
限
る
。

〔
軽
減
課
税
を
適
用
し
た
場
合
の
例
〕

　

標
準
税
率
１
０
８
０
０
円
の
四
輪
以

上
の
自
家
用
乗
用
車
の
場
合

・
25
％
軽
減
＝
８
１
０
０
円

・
50
％
軽
減
＝
５
４
０
０
円

・
75
％
軽
減
＝
２
７
０
０
円

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
税
務
課
課
税
係

☎
２
３
７－

２
６
３
９

担
当

嘱
託

医
師

松
永　

哲
夫

大
平　

洋
明

益
城
病
院

☎
２
８
６-

３
６
１
１

松
本　

武
士

中
村　

聡
秀

伊
瀬
知　

恵
理
子

希
望
ヶ
丘
病
院

☎
２
８
２-

１
０
４
５

５
月

５
月
15
日

５
月
22
日

６
月

６
月
19
日

６
月
26
日

７
月

７
月
17
日

７
月
24
日

８
月

８
月
21
日

８
月
28
日

９
月

９
月
18
日

９
月
25
日

10
月

10
月
16
日

10
月
23
日

11
月

11
月
20
日

11
月
27
日

12
月

12
月
18
日

12
月
25
日

1
月

1
月
15
日

1
月
22
日

２
月

２
月
19
日

２
月
26
日

３
月

３
月
18
日

３
月
25
日

対象車 内容

電気自動車及び天
然ガス自動車（ポ
スト新長期規制か
ら NOx10% 低減）

税率を概ね
75％軽減

H32 年度燃費基準
＋ 20％達成車

税率を概ね
50％軽減

H32 年度燃費基準
達成車

税率を概ね
25％軽減

対象車 内容

電気自動車及び天
然ガス自動車（ポ
スト新長期規制か
ら NOx10% 低減）

税率を概ね
75％軽減

H32 年度燃費基準
＋ 35％達成車

税率を概ね
50％軽減

H32 年度燃費基準
＋ 15％達成車

税率を概ね
25％軽減
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軽
自
動
車
税
の
税
率
変
更

○
原
動
機
付
自
転
車
・
二
輪
車
等

　

広
報
か
し
ま
平
成
26
年
12
月
号
で
平

成
27
年
度
分
よ
り
改
正
後
の
標
準
税
率

を
適
用
す
る
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
地

方
税
法
改
正
に
よ
り
、
適
用
開
始
を
１

年
間
延
期
し
、
平
成
28
年
度
分
か
ら
改

正
後
の
標
準
課
税
率
を
適
用
し
ま
す
。

★
平
成
28
年
度
か
ら
適
用
の
標
準
税
率

○
四
輪
以
上
・
三
輪
の
軽
自
動
車

　

軽
四
輪
車
等
（
三
輪
以
上
の
軽
自
動

車
）
は
、
平
成
27
年
４
月
１
日
以
後
に

最
初
（
新
車
）
の
新
規
検
査
を
受
け
る

も
の
か
ら
改
正
後
の
標
準
税
率
を
適
用

（
但
し
、
平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で
に

最
初
の
新
規
検
査
を
受
け
た
も
の
に
つ

い
て
は
現
行
の
標
準
税
率
の
ま
ま
）

　

グ
リ
ー
ン
化
を
進
め
る
観
点
か
ら
、

最
初（
新
車
）の
新
規
検
査
か
ら
13
年
を

経
過
し
た
軽
四
輪
車
等
に
つ
い
て
、
平

成
28
年
度
よ
り
改
正
後
の
標
準
税
率
約

20
％
増
の
重
課
税
率
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
税
務
課
課
税
係

☎
２
３
７－

２
６
３
９

子
育
て

児
童
扶
養
手
当
額
が
変
わ
り
ま
す

　

平
成
27
年
度
の
児
童
扶
養
手
当
額
か

ら
、
前
年
度
に
比
べ
て
２
・
４
％
引
き

上
げ
ら
れ
ま
す
。

　

２
人
以
上
の
児
童
を
有
す
る
受
給
者

に
か
か
る
加
算
額
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

○
全
部
支
給

（
Ｈ
26
）
４
１
、
０
２
０
円
↓
（
Ｈ
27
）

４
２
、
０
０
０
円
（
＋
９
８
０
円
）

○
一
部
支
給

（
Ｈ
26
）
４
１
、
０
１
０
円
〜
９
、
６
８

０
円
↓
（
Ｈ
27
）
４
１
、
９
９
０
円
〜

９
、
９
１
０
円
（
＋
９
８
０
円
〜
＋
２

３
０
円
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係

☎
２
３
７－

２
５
７
６

幼
光
保
育
園
で
園
庭
開
放

○
日
時　

５
月
21
日
（
木
）

　
　
　
　

10
時
か
ら
11
時
半
ま
で

○
場
所　

幼
光
保
育
園

　
　
　
　

本
園
舎
及
び
第
２
園
舎

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
前
日
ま

で
に
保
育
園
へ
予
約
し
、
当
日
は
必
ず

保
護
者
同
伴
で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

万
が
一
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
、

す
べ
て
保
護
者
の
責
任
と
な
り
ま
す
。

十
分
注
意
し
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　

個
別
の
園
見
学
も
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

幼
光
保
育
園

☎
２
３
７－

０
６
０
１

★
そ
の
他
、
子
育
て
に
関
す
る
こ
と
は

　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係

☎
２
３
７－

２
５
７
６

養
育
里
親
さ
ん
募
集

〜 

子
ど
も
が
好
き
、
子
育
て
を
し
た
い
、

社
会
貢
献
を
し
た
い
方
な
ど
へ
〜

　

県
内
に
は
親
の
病
気
や
虐
待
等
の
事

情
で
親
と
一
緒
に
生
活
で
き
な
い
子
ど
も

（
０
〜
18
歳
ま
で
）
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

養
育
里
親
と
は
そ
の
子
ど
も
を
家
庭
に

迎
え
入
れ
、
親
が
養
育
で
き
る
よ
う
に

な
る
ま
で
の
間
、
豊
か
な
愛
情
を
持
っ

て
育
て
て
く
だ
さ
る
方
の
こ
と
で
す
（
養

育
里
親
は
養
子
縁
組
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

　

里
親
に
な
る
に
は
研
修
・
実
習
を
経

て
認
定
・
登
録
が
必
要
に
な
り
ま
す
が
、

特
別
な
資
格
は
必
要
な
く
、
子
ど
も
の

委
託
期
間
中
は
一
定
の
手
当
も
支
給
さ

れ
ま
す
。

　

興
味
や
関
心
が
あ
る
方
は
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

熊
本
県
中
央
児
童
相
談
所

☎
３
８
１－

４
４
５
１

　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係

☎
２
３
７－

２
５
７
６

小型特殊
その他

小型特殊
農耕用

小型二輪
（250CC超）

軽二輪
（125CC超　
250CC以下）

原　　付
車種
区分

ミニカー 50cc超
125cc以下

50cc超
90cc以下

50CC
以下

4,700円 1,600円 4,000円 2,400円 2,500円 1,600円 1,200円 1,000円 現
行

標
準
税
率

5,900円 2,400円 6,000円 3,600円 3,700円 2,400円 2,000円 2,000円
改
正
後

四輪以上

三輪 車 種
区 分貨物用 乗用

営業用 自家用 営業用 自家用

3,000円 4,000円 5,500円 7,200円 3,100円 現
行 標

準
税
率

3,800円 5,000円 6,900円 10,800円 3,900円
改
正
後

4,500円 6,000円 8,200円 12,900円 4,600円 重課
税率
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介　

護　
介
護
保
険
制
度
改
正
に
伴
う

２
つ
の
大
事
な
お
知
ら
せ

①
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
新
規
入
所

者
を
原
則
要
介
護
３
以
上
に
限
定

　

平
成
27
年
４
月
１
日
以
降
に
新
た
に

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
入
所
で
き
る

方
は
、
原
則
、
要
介
護
３
以
上
の
方

（
昨
年
度
ま
で
要
介
護
１
・
２
の
状
態

で
入
所
さ
れ
て
い
た
方
は
、
今
ま
で
通

り
入
所
可
能
）
に
な
り
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
要
介
護
１
・
２
の
方
で
も
、

や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
以
外
で
の
生
活
が
著
し
く

困
難
で
、
次
の
要
件
（
特
例
入
所
の
要

件
）
に
該
当
す
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

は
、
特
例
的
に
入
所
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

○
特
例
入
所
の
要
件

・
認
知
症
で
、
日
常
生
活
に
支
障
を
来

す
よ
う
な
症
状
等
が
頻
繁
に
見
ら
れ

る
場
合

・
知
的
障
害
・
精
神
障
害
等
を
伴
い
、

日
常
生
活
に
支
障
を
来
す
よ
う
な
症

状
等
が
頻
繁
に
見
ら
れ
る
場
合

・
深
刻
な
虐
待
が
疑
わ
れ
る
こ
と
等
で
、

心
身
の
安
全
・
安
心
の
確
保
が
困
難

な
状
態
で
あ
る
場
合

・
単
身
世
帯
等
家
族
等
の
支
援
が
期
待

で
き
ず
、
地
域
で
の
介
護
サ
ー
ビ
ス

　この度、嘉島町高齢者福祉計画・第６期介護保険事業計画が策定され、平成 27 年度より介護
保険料が変更されることとなりました。
　必要費用を計算した結果、今後３年間の 65 歳以上の方の保険料基準額は年額 56,400 円（月
額 4,700 円）となり、各所得段階別の保険料は下表のとおりとなりました。
　高齢者の皆様にはご負担をおかけすることになりますが、増加傾向にある介護サービス利用
の経費を確保するため、やむを得ない結果となりました。
　今回の保険料改定につきまして、どうかご理解とご協力をお願い申し上げます。

【お問い合わせ先】役場町民課介護保険係　☎２３７－２５７６

第６期における所得段階別保険料

所得段階 対象となる方 負担割合 月額 年額

第１段階
生活保護被保護者給者、世帯全員が町民税非
課税の老齢福祉年金受給者、世帯全員が町民
税非課税かつ本人年金収入等 80万円以下

0.45 2,115 円 25,380 円

第２段階 世帯全員が町民税非課税かつ本人年金収入等
80万円超 120万円以下 0.75 3,525 円 42,300 円

第３段階 世帯全員が町民税非課税かつ本人年金収入等
120万円超 0.75 3,525 円 42,300 円

第４段階 本人が町民税非課税（世帯に課税者がいる）
かつ本人年金収入等 80万円以下 0.9 4,230 円 50,760 円

第５段階
（基準）

本人が町民税非課税（世帯に課税者がいる）
かつ本人年金収入等 80万円超 1 4,700 円 56,400 円

第６段階 町民税課税かつ合計所得金額
120万円未満 1.2 5,640 円 67,680 円

第７段階 町民税課税かつ合計所得金額
120万円以上 190万円未満 1.3 6,110 円 73,320 円

第８段階 町民税課税かつ合計所得金額
190万円以上 290万円未満 1.5 7,050 円 84,600 円

第９段階 町民税課税かつ合計所得金額
290万円以上 1.7 7,990 円 95,880 円

介護保険料が変わります

広報かしま 2015.5
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等
の
供
給
が
不
十
分
で
あ
る
場
合　

②
一
定
以
上
の
所
得
の
あ
る
利
用
者
の

自
己
負
担
等
の
見
直
し

平
成
27
年
８
月
に
、
▼
一
定
以
上
の
所

得
の
あ
る
方
の
利
用
者
負
担
割
合
の
見

直
し
▼
一
定
以
上
所
得
の
あ
る
方
の
高

額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
負
担
の
上
限
額

の
見
直
し
▼
施
設
に
入
所
し
た
場
合
の

食
費
・
部
屋
代
の
補
足
給
付
の
条
件
の

見
直
し
が
行
わ
れ
、
新
し
い
基
準
に
変

更
さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
来
月
以
降
、

広
報
誌
等
で
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
町
民
課
介
護
保
険
係　

☎
２
３
７－

２
５
７
６

地
域
サ
ロ
ン
リ
ー
ダ
ー

養
成
講
座
参
加
者
募
集

　

地
域
サ
ロ
ン
は
、
主
に
高
齢
者
の

方
々
の
心
身
の
機
能
を
低
下
さ
せ
ず
、

自
宅
の
あ
る
地
域
で
い
つ
ま
で
も
暮
ら

す
力
を
維
持
す
る
た
め
の
活
動
（
介
護

予
防
の
た
め
の
活
動
）
で
す
。
例
え
ば
、

筋
力
を
つ
け
る
運
動
や
お
口
の
体
操
等

を
行
い
ま
す
。
何
よ
り
、
自
分
も
楽
し

く
人
に
喜
ば
れ
る
活
動
で
す
。
地
域
サ

ロ
ン
で
活
動
を
し
て
み
た
い
と
お
考
え

の
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
開
催
予
定
日
時
及
び
回
数
】　　

①
講
習
：
６
月
９
日
（
火
）、
19
日

（
金
）、
26
日
（
金
）、
７
月
３
日
（
金
）

14
時
〜
16
時
頃
（
１
回
２
時
間
程
度
）

※
計
４
回
す
べ
て
に
参
加
で
き
る
方
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

②
実
習
：
８
月
21
日
か
ら
11
月
20
日
ま

で
の
毎
週
金
曜
日　

　

　

計
４
〜
５
回
（
１
回
２
時
間
程
度
）

【
場
所
】　

嘉
島
町
保
健
セ
ン
タ
ー

【
内
容
】　

地
域
サ
ロ
ン
活
動
に
関
す
る

基
礎
知
識
及
び
必
要
な
技
術
を
習
得
す

る
た
め
の
研
修
（
健
康
チ
ェ
ッ
ク
演
習

や
か
ら
だ
ほ
ぐ
し
体
操
、
ス
ト
レ
ッ

チ
・
筋
ト
レ
、
脳
ト
レ
等
）

【
参
加
申
し
込
み
】　

５
月
29
日
（
金
）

ま
で
に
各
地
区
サ
ロ
ン
代
表
者
の
方
ま

た
は
役
場
町
民
課
保
健
係
へ
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
町
民
課
保
健
係　

☎
２
３
７－

２
５
７
４

文　

化
嘉
島
町
文
化
セ
ン
タ
ー

催
し
物
・
講
座
ご
案
内

　

嘉
島
町
文
化
セ
ン
タ
ー
は
、
人
権
啓

発
の
拠
点
と
な
る
開
か
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
催
し
物

　

▽
高
齢
者
学
級
﹇
内
容
﹈
お
寺
の
ご

情
報
公
開
条
例
・
個
人
情
報
保
護
条
例
度
運
用
状
況

　

町
で
は
、
情
報
公
開
条
例
及
び
個
人

情
報
保
護
条
例
を
平
成
14
年
４
月
１
日

か
ら
施
行
し
、
そ
の
運
用
を
毎
年
度
公

表
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
の
運
用
状
況
は
次
の
と

お
り
で
す
。

●
情
報
公
開
条
例

○
議
会
、
教
育
委
員
会
、
選
挙
管
理
委

員
会
、
監
査
委
員
、
農
業
委
員
会
及
び

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
に
対
す
る

開
示
請
求
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま

た
、
開
示
請
求
に
対
す
る
不
服
申
立
て

も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

●
個
人
情
報
保
護
条
例

※
「
口
頭
に
よ
る
個
人
情
報
開
示
請

求
」
と
は
、
実
施
機
関
が
あ
ら
か
じ
め

定
め
た
個
人
情
報
に
つ
い
て
、
口
頭
に

よ
る
開
示
請
求
を
認
め
る
も
の
で
、
現

在
、
町
職
員
の
採
用
試
験
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

○
町
長
、
議
会
、
教
育
委
員
会
、
選
挙

管
理
委
員
会
、
監
査
委
員
、
農
業
委
員

会
及
び
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
に

対
す
る
個
人
情
報
の
開
示
請
求
（
口
頭

に
よ
る
開
示
請
求
を
除
く
）、
訂
正
請

求
及
び
是
正
の
申
出
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
ま
た
、
個
人
情
報
の
開
示
請
求

及
び
訂
正
請
求
に
対
す
る
不
服
申
立
て

も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
企
画
情
報
課

☎
２
３
７－

２
６
４
１

請求・申出に対する決定等の内容 請
求
件
数

実
施
機
関
名

区

分

取
下
げ

在
否
拒
否

不
存
在

不
開
示

部
分
開
示

全
部
開
示

０ ０ ０ ０ ０ ２ ２ 町
長 開

示
請
求０ ０ ０ ０ ０ ２ ２ 計

開
示
件
数

試
験
等
の

名

称

実
施
期
間

区

分

２

嘉
島
町
職
員
（
一
般

事
務
）
採
用
試
験

町　

長

口
頭
に
よ
る

個
人
情
報
開
示
請
求

２ 計
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住
職
に
よ
る
講
和
会
﹇
時
期
﹈
７
月
・

１
月
﹇
対
象
者
﹈
60
歳
以
上　

　

▽
人
形
劇
﹇
内
容
﹈
劇
団
に
よ
る
人

形
劇
﹇
時
期
﹈
10
月
﹇
対
象
者
﹈
幼
児

〜
小
学
校
低
学
年
向
け

　

▽
文
化
祭
﹇
内
容
﹈
作
品
展
示
、
ス

テ
ー
ジ
発
表
﹇
時
期
﹈
12
月
﹇
対
象
者
﹈

ど
な
た
で
も　

▽
高
齢
者
交
流
会
﹇
内

容
﹈
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
、
昼
食
会
﹇
時

期
﹈
３
月
﹇
対
象
者
﹈
65
歳
以
上

○
講
座

　

▽
健
康
体
操
教
室
﹇
日
時
﹈
水
曜
日

（
月
１
回
）
13
時
半
〜　

▽
社
交
ダ
ン

ス
教
室
﹇
日
時
﹈
毎
週
木
曜
日
14
時
〜　

▽
舞
踊
教
室
（
経
験
者
）﹇
日
時
﹈
毎

週
火
曜
日
13
時
半
〜　

▽
舞
踊
教
室

（
初
心
者
）﹇
日
時
﹈
第
１
・
３
月
曜
日

10
時
〜　

▽
書
道
教
室
﹇
日
時
﹈
第
２
・

４
火
曜
日
９
時
半
〜　

▽
手
芸
教
室

﹇
日
時
﹈
木
曜
日
（
月
２
回
）
10
時
〜

※
今
年
度
は
耐
震
補
強
・
外
壁
改
修
工

事
を
予
定
し
て
お
り
、
利
用
ス
ペ
ー
ス

が
制
限
さ
れ
ま
す
が
、
安
心
し
て
快
適

に
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
の
工
事
で
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

嘉
島
町
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

嘉
島
町
上
六
嘉
９
１
７

☎
２
３
７－

０
４
６
４

相
談
・
求
人
募
集

心
配
ご
と
相
談

　

ど
ん
な
小
さ
な
事
で
も
結
構
で
す
。

秘
密
は
、
か
た
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
料
は
、
無
料
で
す
。

○
次
の
相
談
日
お
よ
び
相
談
員

　

５
月
27
日
（
水
）　

弁
護
士

　

６
月
24
日
（
水
）　

弁
護
士

※
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、
必
ず
電
話

で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

定
員
（
原
則
４
名
）
に
な
り
次
第
、

締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

○
相
談
場
所　

嘉
島
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
相
談
時
間　

13
時
半
〜
15
時
半

　
　
　
　
　
　
（
１
人
30
分
以
内
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
３
７－
２
９
８
１

あ
な
た
を
守
る
！

消
費
生
活
相
談

　

上
益
城
広
域
消
費
生
活
相
談
室
は
月

曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
、
県
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
と
同
様
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
、
ロ
ー
ン
の
契
約
問

題
、
商
品
、
サ
ー
ビ
ス
購
入
問
題
な
ど
、

消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
に
向
け
て
、

消
費
生
活
相
談
員
が
無
料
相
談
を
受
け

て
い
ま
す
。

　

第
１
、
３
火
曜
日
に
は
、
無
料
法
律

相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

月　

益
城
町　

☎
２
８
２－

３
１
１
１

火　

御
船
町　

☎
２
８
２－

１
１
１
１

水　

嘉
島
町　

☎
２
３
７－

１
１
１
２

木　

甲
佐
町　

☎
２
３
４－

３
２
２
３

金　

山
都
町

　
　

☎
０
９
６
７－

７
２－

３
１
３
３

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
総
務
課
総
務
係

☎
２
３
７－

１
１
１
２

平
成
28
年
３
月
新
規
学
校

卒
業
者
対
象
求
人
説
明
会

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
上
益
城
は
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
熊
本
と
合
同
で
、
来
春
の
新
規

学
校
卒
業
者
の
採
用
を
予
定
し
て
い
る

事
業
所
に
対
し
、
求
人
申
し
込
み
か
ら

選
考
、
受
け
入
れ
に
至
る
ま
で
の
手
続

き
等
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

　

新
規
高
等
学
校
卒
業
者
の
募
集
は
、

公
共
職
業
安
定
所
へ
の
求
人
申
込
み
に

際
し
、
事
前
に
求
人
説
明
会
を
受
講
し

て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

地
元
の
優
秀
な
人
材
を
確
保
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
多
数
の
事
業
所
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
日
時　

６
月
11
日
（
木
）
14
時
〜

○
場
所　

市
民
会
館
崇
城
大
学
ホ
ー
ル

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

熊
本
公
共
職
業
安
定
所
上
益
城
出
張
所

☎
２
８
２－

０
０
７
７

Ｆ
Ａ
Ｘ
２
８
２－

３
９
２
７

放
送
大
学
10
月
生
募
集

　

放
送
大
学
で
は
平
成
27
年
度
第
２
学

期
（
10
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
中
で

す
。
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
通
信

制
の
大
学
で
す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経

済
・
歴
史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、

幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

　

出
願
期
間
は
、
第
１
回
が
８
月
31
日

ま
で
、
第
２
回
は
９
月
20
日
ま
で
。
資

料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
請
求
下
さ
い
。
放
送
大
学
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

放
送
大
学
熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
３
４
１－

０
８
６
０
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労
働
保
険

労
働
保
険
年
度
更
新
手
続
き

　

労
働
保
険
は
、
農
林
水
産
業
の
一
部

を
除
い
て
、
一
人
で
も
労
働
者
を
雇
用

し
て
い
る
場
合
（
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ

ト
の
方
を
含
む
。）
は
、
必
ず
加
入
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
制
度
で
す
。

　

今
年
度
の
労
働
保
険
（
労
災
保
険
・

雇
用
保
険
の
総
称
）
の
申
告
・
納
付
の

期
間
は
６
月
１
日
か
ら
７
月
10
日
ま
で

と
な
っ
て
お
り
、
労
働
保
険
料
は
熊
本

労
働
局
総
務
部
労
働
保
険
徴
収
室
又
は

県
内
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
、
も

し
く
は
日
本
銀
行
歳
入
代
理
店
の
金
融

機
関
又
は
郵
便
局
（
た
だ
し
、
口
座
振

替
の
ご
利
用
者
を
除
く
）
で
申
告
・
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

　

６
月
29
日
か
ら
７
月
９
日
に
か
け
て

県
内
各
地
で
開
催
す
る
集
合
受
付
会
場

に
お
い
て
も
申
告
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
（
納
付
は
申
告
後
、
日
本
銀
行
歳
入

代
理
店
の
金
融
機
関
又
は
郵
便
局
で
行

っ
て
い
た
だ
き
ま
す
）。
集
合
受
付
会
場

の
日
程
等
は
事
業
主
の
皆
様
に
送
付
す

る
申
告
書
に
同
封
の
「
熊
本
労
働
局
か

ら
の
お
知
ら
せ
」
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
労
働
保
険
料
を
申
告
さ
れ
る

際
に
は
、「
労
働
保
険
概
算
・
確
定
保

険
料
申
告
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

年
度
更
新
手
続
を
怠
り
ま
す
と
、

「
国
」
が
職
権
で
申
告
納
付
す
べ
き
正

し
い
労
働
保
険
料
の
額
を
決
定
し
た
上

で
追
徴
金
を
徴
収
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
必
ず
期
限
内
に
申
告
・
納
付

さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

労
働
者
を
雇
用
し
て
い
る
事
業
主
の

皆
様
で
、
ま
だ
労
働
保
険
の
加
入
手
続

を
済
ま
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
最
寄

り
の
労
働
基
準
監
督
署
又
は
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
（
公
共
職
業
安
定
所
）
に
ご
相

談
の
上
、
速
や
か
に
加
入
さ
れ
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

「
年
度
更
新
申
告
書
」
の
記
載
方
法
は

　
　

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
１
２
０－

９
９
５－

９
８
６

そ
の
他
「
年
度
更
新
」
に
つ
い
て
は
、

熊
本
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険
徴
収
室

　
　

☎
２
１
１－
１
７
０
２

又
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
ま
で
。

環　

境
Ｐ
Ｍ
２
・
５
情
報
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

　

嘉
島
町
は
、
微
小
粒
子
状
物
質
（
Ｐ

Ｍ
２
・
５
）
速
報
値
を
今
年
２
月
か
ら

毎
日
、
防
災
無
線
と
防
災
メ
ー
ル
で
お

知
ら
せ
し
て
い
ま
し
た
が
、
数
値
が
安

定
し
て
い
る
た
め
４
月
末
で
終
了
し
ま

し
た
。
数
値
は
町
と
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
Ｈ
Ｐ
）
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
嘉
島
町
Ｈ
Ｐ
】「
く
ら
し
」
↓
「
暮
ら

し
」
↓
「
環
境
・
ペ
ッ
ト
」
↓
微
小
粒

子
状
物
質
（
Ｐ
Ｍ
２
・
５
）
の
大
気
環

境
状
況

【
熊
本
県
Ｈ
Ｐ
】「
く
ら
し
・
環
境
」
↓

Ｐ
Ｍ
２
・
５
（
微
小
粒
子
状
物
質
）
に

係
る
お
知
ら
せ

※
注
意
喚
起
情
報
は
、
防
災
無
線
・
防

災
メ
ー
ル
で
直
ち
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
建
設
課
環
境
係

☎
２
３
７－

２
６
１
９

飲
料
水
の
水
質
検
査

　

嘉
島
町
は
、
家
庭
用
飲
料
水
の
水
質

検
査
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

ご
家
庭
の
井
戸
水
が
飲
料
水
と
し
て

適
合
し
て
い
る
か
ど
う
か
検
査
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

検
査
は
、
検
査
業
者
が
訪
問
、
採
水

し
、
そ
の
結
果
が
後
日
郵
送
さ
れ
ま
す
。

検
査
費
用
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
検
査
費
用

　

11
項
目　

３
２
４
０
円
程
度

※
項
目
数
等
で
費
用
額
が
異
な
り
ま
す
。

○
補
助
金
の
額

　

検
査
費
用
の
２
分
の
１
（
百
円
未
満

切
り
捨
て
）
後
日
交
付
と
な
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

役
場
建
設
課
環
境
係

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

２
６
１
９

不
正
な
大
麻
（
ア
サ
）・

ケ
シ
撲
滅
に
ご
協
力
を
！

　

大
麻
（
ア
サ
）
は
、
そ
の
茎
か
ら
丈

夫
な
繊
維
が
と
れ
る
の
で
、
昔
か
ら
繊

維
を
と
る
植
物
と
し
て
栽
培
・
利
用
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
花
や

葉
（
大
麻
）
に
は
幻
覚
を
引
き
起
こ
す

成
分
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
日
本
で

は
無
許
可
の
栽
培
は
法
律
で
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。
大
麻
の
種
子
を
所
持
し
た

り
提
供
し
た
り
す
る
こ
と
も
大
麻
取
締

法
の
処
罰
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

ケ
シ
の
仲
間
（
ケ
シ
属
植
物
）
は
、

春
か
ら
夏
に
か
け
て
色
鮮
や
か
で
美
し

い
花
を
咲
か
せ
る
も
の
が
多
く
、
ガ
ー

デ
ニ
ン
グ
や
切
り
花
用
の
植
物
と
し
て

人
気
が
あ
り
ま
す
が
、
ケ
シ
の
仲
間
に

は
、
法
律
で
栽
培
が
禁
止
さ
れ
て
い
る

も
の
が
あ
り
ま
す
。
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庭
や
畑
等
に
ケ
シ
の
仲
間
を
栽
培
し

て
い
る
方
は
、
正
し
く
見
分
け
て
、
禁

止
さ
れ
て
い
る
品
種
が
あ
れ
ば
処
分
し

て
下
さ
い
。
個
人
の
観
賞
用
で
あ
っ
て

も
違
法
と
な
り
ま
す
。

　

大
麻
・
違
法
な
ケ
シ
を
発
見
さ
れ
た

方
は
役
場
建
設
課
環
境
係
又
は
御
船
保

健
所
に
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

御
船
保
健
所

☎
２
８
２－

０
０
１
６

　
　

役
場
建
設
課
環
境
係

☎
２
３
７－

２
６
２
９

特
定
外
来
生
物
「
オ
オ
キ
ン
ケ
イ

ギ
ク
」
の
栽
培
等
は
禁
止
で
す

　

５
月
か
ら
７
月
頃
に
か
け
て
鮮
や
か

な
黄
色
い
花
を
つ
け
る
オ
オ
キ
ン
ケ
イ

ギ
ク
を
道
端
や
河
原
な
ど
で
よ
く
見
か

け
ま
す
が
、
き
れ
い
な
花
だ
か
ら
と
い

っ
て
自
宅
の
庭
や
花
壇
に
は
絶
対
に
植

え
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

強
靭
な
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
は
、
一

度
定
着
す
る
と
在
来
の
野
草
を
駆
逐
し
、

辺
り
の
景
観
を
一
変
さ
せ
て
し
ま
う
性

質
を
持
っ
て
い
ま
す
。
日
本
の
生
態
系

に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る

植
物
と
し
て
、
外
来
生
物
法
で
「
特
定

外
来
生
物
」
に
指
定
さ
れ
、
栽
培
、
運

搬
、
販
売
、
野
外
に
放
つ
な
ど
が
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
建
設
課
環
境
係

☎
２
３
７－

２
６
１
９

高
速
道
路
の
倒
木
防
止
を

　

最
近
、
強
風
に
よ
り
高
速
道
路
沿
線

か
ら
竹
等
が
倒
れ
こ
ん
で
、
高
速
道
路

を
走
行
す
る
自
動
車
に
衝
突
す
る
と
い

う
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

高
速
道
路
沿
線
に
竹
林
等
を
所
有
し
、

高
速
道
路
に
倒
れ
込
む
等
の
危
険
が
予

知
さ
れ
る
場
合
は
、
伐
採
し
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

高
速
道
路
へ
竹
等
が
倒
れ
込
む
可
能

性
が
あ
る
場
合
は
、
や
む
な
く
伐
採
さ

せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

西
日
本
高
速
道
路
九
州
支
社

　

熊
本
高
速
道
路
事
務
所
管
理
一
課

　
　

☎
０
９
６
５－

３
９－

０
７
１
１

繁
殖
期
の
野
鳥
保
護
・

指
導
取
締
強
化
月
間

　

春
は
野
鳥
の
繁
殖
期
で
す
。
巣
立
ち

し
た
ヒ
ナ
が
落
ち
て
い
て
も
、
必
ず
親

鳥
が
保
護
し
ま
す
の
で
拾
わ
な
い
よ
う

に
お
願
い
し
ま
す
。

　

熊
本
県
は
５
月
10
日
か
ら
の
１
ヵ
月

間
を
指
導
取
締
強
化
月
間
と
定
め
、
違

法
捕
獲
等
の
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
の
で
ご
協
力
と
ご
理
解
を
お
願
い
し

ま
す
。
な
お
、
熊
本
県
で
は
、
メ
ジ
ロ

な
ど
の
愛
が
ん
飼
養
目
的
の
捕
獲
に
つ

い
て
は
、
新
た
な
捕
獲
の
許
可
は
し
な

い
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
必
要
な
許
可

を
得
ず
に
野
生
鳥
獣
を
捕
獲
し
た
場
合

や
違
法
に
捕
獲
さ
れ
た
野
生
鳥
獣
を
飼

養
し
た
場
合
等
は
、
鳥
獣
保
護
法
に
よ

り
罰
せ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
注
意
下
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

上
益
城
地
域
振
興
局
林
務
課

☎
２
８
２－

０
３
３
３

　
　

役
場
農
政
課
農
政
係

☎
２
３
７－

２
６
２
９

　

上
・
下
益
城
郡
内
５
町
（
嘉
島
、
御

船
、
甲
佐
、
山
都
、
美
里
）
と
県
央
広

域
本
部
の
税
務
関
係
職
員
64
人
（
嘉
島

町
７
人
）
に
４
月
16
日
、
併
任
徴
収
の

た
め
の
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

併
任
徴
収
は
各
町
と
県
が
協
力
し
て

税
の
徴
収
に
あ
た
り
、
税
の
収
納
率
向

上
と
滞
納
整
理
強
化
を
図
る
も
の
で
、

平
成
21
年
度
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

税
は
町
の
大
事
な
財
源
で
あ
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
多
く
は
税

に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

税
の
公
平
性
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
平

等
性
を
保
つ
た
め
に
、
公
正
適
切
な
徴

収
に
努
め
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

税
の
公
平
性
目
指
し
て

併
任
徴
収
の
辞
令
交
付

　
　

  

５
町
と
県
の
64
人
に

滞納は許さない！

差押（捜索）実施中
１１月～３月の実績

　

　

大麻の葉

預金差押（32件）
公売会
インターネット公売

999,608円
56,163円
3,700円
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５ 月 の 納 税 等 ６ 月 の 納 税 等 夜 の 税 務 相 談

固定資産税……………… ①　期
軽自動車税………………全　期
保育所利用料……………５月分
下水道使用料……………４月分
納期限日（口座振替日）
　　平成27年６月１日（月）

町県民税…………………①　期
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 }②　期介護保険料
保育所利用料……………６月分
下水道使用料……………５月分
納期限日（口座振替日）
平成27年６月30日（火）

毎月第２・第４水曜日
午後６時～午後８時

５月２７日
６月10日

※ 取扱金融機関・・・上益城農協、肥後銀行、ゆうちょ銀行、熊本銀行、九州労働金庫、
　　　　　　　　 　　熊本第一信用金庫の各店舗。
※ 領収は、通帳によりご確認下さい。　“納税であなたが築く豊かな郷土”

町税務課員が対応します。
☎ 237－2639（直通）

☎ 

2
3
7

－

0
0
4
4

◎ 

交
通
事
故
〜
3
月
は
73
件
。
け
が

が
有
る
事
故
は
減
り
ま
し
た
が
、

け
が
が
無
い
事
故
が
増
え
て
い

ま
す
。

◎ 

刑
法
犯
〜
３
月
は
万
引
き
の
１
件

だ
け
で
し
た
。

※ 

交
通
事
故
に
気
を
つ
け
る
と
と
も

に
、
駐
車
す
る
際
、
自
転
車
や
車

の
ド
ア
の
ロ
ッ
ク
は
確
実
に
実
施

し
ま
し
ょ
う
！

○交通事故・刑法犯の発生状況　　（件数）・平成 27 年 3 月末現在

交通事故 刑 法 犯

け
が
（有）

け
が

（無）

空
き
巣

自
販
機

狙
い

万
引
き

車
上
狙
い

乗り物盗
オート
バイ盗

自転
車盗

嘉
島
町

H27.3 5 68 0 0 1 0 0 0

H27 累計 19 192 3 0 6 0 0 2

前年比 -5 +45 +3 -1 +1 -3 -1 +1

御
船
署
管
内

（
御
船
・
益
城
・

嘉
島
・
甲
佐
）

H27.3 23 186 0 0 1 3 1 2

H27 累計 68 497 5 1 7 6 1 4

前年比 +11 +29 +3 ± 0 ± 0 -3 -2 +2

御船地区防犯協会連合会　御船警察署（☎２８２－１１１０　内線 261 ～ 264）

□「携帯電話の番号が変わった」と言われた
□   子供や孫からの電話で「どうしてもお金が必要」と頼
まれた（使い込み、保証人、交通事故など）

□   「金融機関等で振り込む理由を聞かれたら、こう答え
て」と頼まれた（結婚式の費用、車の購入代金など）

家族や警察官などになりすます

オレオレ詐欺オレオレ詐欺
　家族の一員や警察官、弁護士などになりすまし、
交通事故や借金、痴漢行為などのトラブル処理のた
めに現金を振り込むよう要求するものです。

税金の還付などと偽りお金をだまし取る

還付金等詐欺還付金等詐欺
　社会保険庁や税務署などの職員を装い、年金や
税金の過払い分を返還するなどと偽って、コンビニ
や金融機関のATMに誘い出し、ATMを指示に従っ
て操作するよう要求するものです。

□「お金が戻ってくる」と言われた
□   役所などからの電話で、「ATMで手続きをする」と言
われた

□   ATMコーナーに着いたら電話するように言われた
※ 社会保険庁、税務署などからATMであなたの口座に
お金が振り込まれることはありません

電話の内容を
振り込む前にもう一度チェック！

その振り込み「振り込め詐欺」ではありませんか？

★留守番電話大作戦！ 在宅時でも留守番電話にしておけば、振り込め詐欺の犯人と話を
しなくてすむため、被害に遭わず安心です！
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人
権
問
題
の

　
　
　

正
し
い
理
解
の
た
め
に

〔その278〕

「
ハ
ン
セ
ン
病
を
め
ぐ
る
人
権
」

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
出
来
事
が
起
き
て
い
ま

す
。
で
も
、
そ
れ
ら
は
「
人
権
」

と
ど
ん
な
関
係
が
あ
る
の
か
を
、

「
あ
る
日
の
出
来
事
」
を
通
し
て
、

一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
長
い
間
隔
離
さ
れ
、
差
別
さ
れ

た
人
々
の
苦
し
み

　
　
﹇
あ
る
日
の
出
来
事
﹈

　
　
『
テ
レ
ビ
を
見
て
い
て
』

　

こ
の
前
、
テ
レ
ビ
で
ハ
ン
セ
ン

病
に
つ
い
て
の
番
組
が
放
送
さ
れ

て
い
た
。
僕
は
そ
こ
で
、
ハ
ン
セ

ン
病
と
い
う
病
気
を
理
由
に
、
た

く
さ
ん
の
人
た
ち
が
無
理
や
り
療

養
所
に
入
所
さ
せ
ら
れ
た
と
い
う

こ
と
を
初
め
て
知
っ
た
。
ハ
ン
セ

ン
病
っ
て
そ
ん
な
に
恐
ろ
し
い
病

気
な
の
か
な
。
そ
う
思
っ
て
、
僕

は
お
父
さ
ん
に
聞
い
て
み
た
。

　
「
お
父
さ
ん
、
ハ
ン
セ
ン
病
っ

て
人
に
う
つ
り
や
す
い
怖
い
病
気

だ
っ
た
の
？
」「
そ
う
じ
ゃ
な
い

ん
だ
。
感
染
力
は
弱
い
し
、
ず
い

ぶ
ん
昔
に
薬
も
で
き
て
い
た
ん
だ

よ
。
で
も
、
一
度
入
所
し
た
患
者

さ
ん
は
、
二
度
と
外
に
で
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
ん
だ
よ
。」

　

療
養
所
で
隔
離
さ
れ
る
必
要
は

な
い
病
気
な
の
に
、
家
族
か
ら
引

き
離
さ
れ
て
し
ま
っ
た
人
た
ち
の

気
持
ち
は
、
い
っ
た
い
ど
ん
な
も

の
だ
っ
た
ん
だ
ろ
う
。
も
し
僕
が
、

大
好
き
な
人
と
一
緒
に
暮
ら
せ
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
…
と
考
え

る
と
と
て
も
悲
し
く
、
つ
ら
い
気

分
に
な
っ
た
。

●
考
え
て
み
ま
し
ょ
う

　

国
は
、
明
治
以
降
長
い
間
、
ハ

ン
セ
ン
病
患
者
を
強
制
的
に
療
養

所
に
隔
離
す
る
な
ど
誤
っ
た
政
策

を
続
け
て
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

は
「
国
が
法
律
ま
で
つ
く
っ
て
隔

離
す
る
の
だ
か
ら
、
ハ
ン
セ
ン
病

は
感
染
し
や
す
い
病
気
」
と
い
う

偏
見
を
助
長
し
、
患
者
だ
け
で
は

な
く
そ
の
家
族
も
結
婚
や
就
職
、

近
所
づ
き
あ
い
を
拒
ま
れ
る
な
ど
、

社
会
か
ら
厳
し
い
差
別
を
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

家
族
と
一
緒
に
暮
ら
せ
な
い
、

本
名
を
名
乗
る
こ
と
が
で
き
な
い
、

子
ど
も
を
産
む
こ
と
が
許
さ
れ
な

い
、
と
い
っ
た
患
者
さ
ん
が
長
い

間
強
い
ら
れ
て
き
た
苦
し
み
を
皆

さ
ん
は
想
像
で
き
ま
す
か
？

（
熊
本
県
人
権
セ
ン
タ
ー
啓
発
資
料
よ
り
）

●日本固有の人権問題
　日本には、特定の地域の出身であるなどを
理由として、結婚や就職において不利な扱い
を受けたり、差別的言動を受けるという問題
があります。
　このような地域は「同和地区」、「被差別部
落」などと呼ばれ、この日本固有の人権問題
は「同和問題」と呼ばれています。
　この問題は、日本社会の歴史的発展の過程
で形づくられた身分的差別による差別意識が、
現代社会にいまだに残っているために起きて
います。この人権問題を解決しようという努
力が長い間なされていますが、今なおなくなっ
ていません。

●人権は誰でも保障されている
　1947（昭和 22）年に施行された「日本国
憲法」では、三大原則のひとつに基本的人権
の尊重を掲げています。第 14条には、「すべ
て国民は、法の下に平等であって、人権、信

条、性別、社会的身分又は門地により、政治
的、経済的又は社会的関係において、差別さ
れない」とあります。
　また、1948（昭和 23）年に国際連合が採
択した「世界人権宣言」にも、すべての人間
は生まれながらにして自由であり、尊厳と権
利とについて平等であり、いかなる差別もな
しに法の平等な保護を受ける権利を有するこ
とがうたわれています。
　人権は誰もが生まれながらに持っている権
利であり、人権が尊重される社会は、あらゆ
る人が生きやすい社会です。
　同和問題解決のためには、人権を尊重し、こ
の問題について理解を深めることが必要です。

（財）人権教育啓発推進センター資料より

同和問題を知っていますか

同和問題とは
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New School Year
　Hello everyone! Did you enjoy your spring 
break? I had a lot of fun in America and traveled 
a lot. It was quite a busy vacation. First I went 
to St. Louis to visit my parents and sister, then 
I went to my hometown, Louisville, and New 
York. I ate lots of good food and saw lots of cool 
music shows. It was great to visit my family 
and friends, but the trip took so long! From 
Tokyo to New York, it takes about thirteen 
hours by plane. To return from New York all 
the way to Kashima, it took about 26 hours 

total. So long! Alas, now that my jet lag is 
gone, I’m happy to be back in Kashima. 
　The new school year has been fairly 
busy so far. There are so many ceremonies 
and tests! In America, we don’t have 

“sigyousiki” or “nyuugakusiki” so I was 
very curious to see what they entailed. I 
really enjoyed listening to the students’ 
speeches. Their words toward the new first 
graders were very kind and welcoming. 

　I’m particularly excited for the upcoming 
first grade classes. There are so many new first 

graders at Kashima Junior High ‒ and I know almost all of them! I’m really looking 
forward to teaching my former sixth graders again. I know Junior High School English 
is a bit challenging, but we should work hard together! I look forward to getting to 
know all the new teachers as well. I hope everyone has a good start to the school year!

新　学　期
　みなさんこんにちは！春休みは楽しめました
か？私はアメリカに一時帰国中にたくさん旅行を
して楽しみました。休暇だったのに、ちょっと忙
しかったです。まず、家族に会うためにセントル
イスへ行って、地元のルイビル、最後はニュー
ヨークに行きました。たくさん美味しい食べ物を
食べたり、ライブを見に行きました。家族や友達
と遊ぶことは楽しかったですが、飛行機での移動
時間が長時間でした！東京からニューヨークまで
13 時間位かかります。ニューヨークから嘉島ま
で飛行機・バス・タクシー色々な乗り物を使って、
往復約26時間かかりました。長いですよね！でも、
今は、嘉島に戻って来て時差ボケもないので、安

心しています。
　日本の新学期は忙しいですね。式典や試験がた
くさんあります。アメリカには始業式も入業式も
なく、それらの式典に興味があったので、生徒た
ちの発表を聞けてとても良かったです。入学式に
参加できたことも、とても嬉しかったです。
　私は、特に中学校１年生の英語の授業を楽しみ
に待っています。中学校に入学した生徒たちに、
小学校で英語を教えていたので、中学生になった
彼らと勉強できることを本当に楽しみに待ってい
ます。中学校の英語の授業はちょっとチャレンジ
かもしれませんが、一緒に頑張りましょう！

Charlotte Delautre
シャーロット・デロトレ

嘉島中１年１組の生徒と
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「雲
うんかたいとうぎょうこうわす

霞駘蕩曉光和」

古莊　澄子さん
（上島）

坂本　絹子さん（下仲間）

満
田　

實
子
さ
ん
（
上
島
）

赤
と
白
夫め

お
と婦

の
よ
う
に
よ
り
そ
う
て
ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ
そ
よ
風
の
中 

大
塚
シ
ズ
子

お
か
あ
さ
ん
あ
な
た
が
植
え
た
春
の
花
い
っ
ぱ
い
咲
い
て
る
よ
小
さ
な
花
が 

川
原　

涼
子

枝
先
の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
ふ
く
ら
め
る
桜
の
莟
君
待
つ
思
い 

北
澤
喜
美
子

吹
き
溜
り
は
福
溜
り
よ
と
訓お

し

え
ら
れ
黙
々
と
し
て
落
葉
掃
き
し
日 

栗
﨑　

房
子

具
の
多
き
味
噌
汁
す
す
る
二
人
づ
れ
三
月
十
日
寒
が
も
ど
り
ぬ 

栗
﨑　

廉
子

よ
う
や
く
に
義
母
が
寝
入
り
て
菜
の
花
の
道
に
吹
き
く
る
風
あ
た
た
か
し 

工
藤　

明
子

雲
間
よ
り
月
が
海
面
を
照
ら
す
時
光
は
な
べ
て
花
び
ら
と
な
る 

境　
　

益
代

保
育
園
に
男
の
児
が
描
き
し
雛
人
形
お
内
裏
様
は
眇

す
が
め
て
在
す 

榊
原
レ
イ
子

足
手
荒
神
の
撫
で
札
二
枚
頂
き
ぬ
膝
を
な
で
な
で
顔
見
合
わ
せ
る 

立
石　
　

史

写
真
と
は
ふ
し
ぎ
な
も
の
ぞ
人
吉
の
梅
林
の
や
う
に
見
ゆ
る
わ
が
庭 

津
出
ト
ヨ
子

暁
の
寒
さ
の
中
に
出
勤
す
笑
顔
の
じ
い
じ
孫
来
る
は
明あ

す日 

橋
本
ユ
キ
子

木
の
花
の
つ
ぎ
つ
ぎ
咲
け
り
満
開
の
木
瓜
の
か
た
わ
ら
辛
夷
が
散
れ
り 

三
池　

淑
惠

長
ね
ぎ
を
た
っ
ぷ
り
入
れ
た
卵
焼
き
食
べ
る
夫
は
月
曜
の
顔 

本
住　

晴
美
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嘉
島
町
は
か
つ
て
、
梅
雨
時
を
は
じ
め
と
し

て
し
ば
し
ば
浸
水
被
害
が
発
生
し
、
暮
ら
し
に

大
き
な
影
響
を
与
え
、
町
の
発
展
を
妨
げ
て
い

ま
し
た
。「
水
害
常
襲
地
帯
か
ら
の
脱
却
」
は
、

ま
ち
づ
く
り
の
大
前
提
で
し
た
。

　

こ
こ
十
数
年
、
大
雨
に
よ
る
浸
水
被
害
が
起

き
て
い
な
い
の
は
、
加
勢
川
を
主
と
し
た
河
川

改
修
が
進
ん
だ
お
か
げ
で
す
。
こ
の
間
、
企
業

誘
致
や
区
画
整
理
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
、
町

は
発
展
し
、
人
口
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

国
交
省
は
４
月
、
堤
防
や
道
路
な
ど
イ
ン
フ

ラ
整
備
の
成
功
例
と
し
て
嘉
島
町
を
含
む
全
国

13
カ
所
を
選
定
、
パ
ネ
ル
展
で
紹
介
し
ま
し
た
。

公
共
事
業
の
重
要
性
を
改
め
て
感
じ
ま
す
。

　

４
月
は
ま
た
、
入
園
、
入
学
式
に
出
席
。
町

の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長

を
切
に
願
い
ま
し
た
。

意

輪

大
倉　

清
司　

様
（
上
島
）

　
　
　

平
成
27
年
４
月
16
日
現
在

一　

般　

寄　

付

４月の
　　 町長の動き

荒木町長談

1 日 ・辞令交付式及び庁内常会
 ・子育て支援センター開所式
 ・熊本県町村会辞令交付式
 ・熊本県共同募金会辞令交付式
 ・教職員辞令交付式
 ・上益城広域連合辞令交付式
 ・サントリー九州熊本工場長来庁応対
2 日 ・嘉島町交通指導員委嘱状交付式
 ・熊本県防犯協会連合会来庁応対
3 日 ・上島老人会総会
 ・新規採用教員受入式
 ・嘉島町農業委員会委員選任書交付式
4 日 ・㈱ハタノ地鎮祭
 ・東海大学入学式
5 日 ・上島生産組合及び農地・水活動組織組合総会
6 日 ・課長会議
 ・熊本銀行嘉島支店長来庁応対
7 日 ・芦北町長訪問
 ・美里町長訪問
 ・町民会館ホールネーミング表彰式
8 日 ・嘉島町消防団正副団長来庁応対
 ・熊本県後期高齢者医療広域連合来庁応対
 ・ハローワーク上益城所長来庁応対
 ・国土交通省熊本河川国道事務所長来庁応対
 ・国民年金基金代議員会
9 日 ・嘉島東小学校入学式
 ・嘉島中学校入学式
 ・熊本土地改良事業団体連合会来庁応対
10 日 ・嘉島幼稚園入園式
 ・熊本県緑化推進委員会来庁応対
12 日 ・上仲間区自主防災会
 ・上六嘉区総会
 ・上島区協議員会総会
14 日 ・課長会議
 ・熊本県共同募金会配分交付金
 ・上益城郡体育協会総会
15 日 ・嘉島町消防団辞令交付式及び幹部会議
16 日 ・町税等併任徴収辞令交付式
 ・嘉島町進出企業連絡協議会役員会
 ・嘱託員会議
17 日 ・西日本新聞取材応対
 ・自衛隊嘉島町父兄会役員会
 ・上益城広域連合障がい者総合支援審査会 

委員辞令交付式
20 日 ・課長会議
 ・行財政運営委員会
 ・自衛隊第 42 普通科連隊中隊長来庁応対
 ・九州地方整備局訪問
21 日 ・熊本県共同募金会理事会及び評議員会
 ・嘉島町都市計画審議会委嘱状交付式
 ・九州電力熊本東営業所長来庁応対
 ・熊本県土地改良事業団体連合会理事会
23 日 ・国土交通省訪問
　　　・嘉島町体育協会総会
24 日 ・嘉島町文化協会総会
 ・幸せ実感くまもと 「まち・ひと・しごと」づくり

推進会議
 ・嘉島町商工会青年部総会
25 日 ・㈱イズミ車体製作所会長・社長就任祝賀会
26 日 ・下仲間区総会
 ・嘉島町婦人会総会
27 日 ・全国町村会政務調査会行政委員会
29 日 ・緑川の日一斉清掃
30 日 ・嘉島町老人クラブ連合会総会
 ・熊本県防犯協会連合会理事会
 ・嘉島町職員退任式
 ・熊本県統計協会評議員会
 ・熊本県町村会知事陳情

嘉島幼稚園に入園した３歳児、保護者と

　

こ
の
た
び
、
左
記
の
方
々
よ
り

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
「
地

域
福
祉
の
た
め
に
役
立
て
て
下

さ
い
。」
と
香
典
返
し
に
代
え
て

多
額
の
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

　

ご
芳
志
に
沿
う
よ
う
、
活
用
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

德
永　

照
明　

様
（
滝
河
原
）

　
　

亡　

澄
子　

様

　
荒
木　

満
智
子　

様
（
上
島
）

　
　

亡　

義
輝　

様
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発行日　平成27年５月８日

嘉島町の人口動態
平成27年４月28日現在

（前月比）

人   口 9,189 人　

　男　　 4,415 人　

　女　　 4,774 人

世帯数　 3,400 世帯　（＋20）
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皆
さ
ん
５
月
の
大
型
連
休
ど
の
よ
う

に
過
さ
れ
た
で
し
ょ
う
か
？
レ
ジ
ャ
ー

で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
と
い
う
方
も
多
い
の

で
は
。
レ
ジ
ャ
ー
も
趣
味
や
消
費
活
動

な
ど
の
積
極
的
レ
ジ
ャ
ー
と
休
息
な
ど

の
消
極
的
レ
ジ
ャ
ー
に
分
け
ら
れ
る
そ

う
で
す
が
、
積
極
的
レ
ジ
ャ
ー
で
疲
れ

た
身
体
を
消
極
的
レ
ジ
ャ
ー
で
休
め
た

い
と
お
考
え
の
方
も
多
い
の
で
は
（
係
）

　（＋30）

　（＋18）

　（＋48）

町民会館ホール　名称は「アクア」 命名

　

嘉
島
町
が
募
集
し
て
い
た
町

民
会
館
ホ
ー
ル
の
名
称
は
、
町

公
民
館
運
営
審
議
会
で
作
る
選

定
委
員
会
で
検
討
し
た
結
果
、

上
六
嘉
の
県
立
第
二
高
校
１

年
・
鍬
先
美
穂
さ
ん
と
鯰
の
嘉

島
中
３
年
・
宮
村
謙
吾
君
が

応
募
し
た「
ア
ク
ア
」に
決
ま
り

ま
し
た
。

　

名
称
は
今
年
１
月
19
日
か
ら

２
月
10
日
ま
で
募
集
。応
募
作

品
は
計
１
０
７
点
に
上
り
ま
し

た
。「
ふ
れ
あ
い
」「
水
の
郷
」な
ど

も
あ
り
ま
し
た
が
、
選
定
委
員

会
は
、「
町
の
イ
メ
ー
ジ
を
端
的

に
表
現
し
て
い
る
」
と
い
う
理
由

で「
ア
ク
ア
」を
採
用
し
ま
し
た
。

　

鍬
先
さ
ん
は
冬
休
み
の
宿
題

で
考
え
、宮
村
君
は「
広
報
か
し

ま
」で
募
集
を
知
って
、
そ
れ
ぞ

れ
応
募
し
ま
し
た
。と
も
に「
嘉

島
の
き
れ
い
で
豊
か
な
湧
水
か

ら
思
い
つい
た
」と
の
こ
と
。

　

荒
木
町
長
は
４
月
７
日
、
２

人
に
記
念
品
を
贈
呈
。２
人
は

「
選
ば
れ
て
う
れ
し
い
」
と
笑
顔

を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

ホールの緞帳（どんちょう）も湧水群のデザイン

鍬先  美穂さん
宮村  謙吾君

左から、記念品を手に笑顔の鍬先美穂さん、宮村
謙吾君と、荒木町長

5月 10日（日） 笹原外科胃腸科医院（御船町）
  ☎２８２－００７０

5月 17日（日） のぐち皮ふ科（嘉島町）
  ☎２３７－４１１２

5月 24日（日） 榊田外科医院（御船町）
  ☎２８２－６３６３
5月 31日（日） 藤岡医院（御船町）
  ☎２８２－０４０５

6月  7日（日） 西村病院（嘉島町）
  ☎２３７－１５５１
 古閑整形外科胃腸科医院（御船町）
  ☎２８４－２０１０

6月 14日（日） 熊本回生会病院（嘉島町）
  ☎２３７－１１３３
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